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くまモンと一緒にお勉強したよ！
岳間保育園でくまもとキッズウィークが開催されました。
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山鹿市情報メールサービス
　市役所からのお知らせや観光イベント情報を、携帯電話やパ
ソコンに電子メールで配信中です。まずはymg-c@one23.net へ
空メールを送ってください。会員登録案内メールが届きますので、
案内にしたがって登録してください。メールが届かない場合は、ド
メイン「ansin-anzen.jp」が受信できるように設定してください。

QRコード
問総務課情報管理室　☎ 43 ‐ 1117

訂正とおわび
３月１日号の冨丸絢

じゅん

さんは「中富小学校」の誤り
でした。訂正しておわびします。

　山鹿市ではソーシャルメディアを活用した情報発
信を行うため、Facebook( フェイスブック）および
Twitter( ツイッター）による情報発信を行っています。

Facebook
QRコード

山鹿市公式 Facebook
http://www.facebook.com/yamagacity

山鹿市公式 Twitter
https://twitter.com/yamagacity Twitter

QRコード

くまもとキッズウィーク

　２月 13 日に岳間保育園で、くまもとキッズ
ウィークが行われ、鹿北地区３保育園の園児たちが
くまモンと一緒に○×クイズをして、基本的生活習
慣について学びました。クイズの後は、みんなで元
気よくくまモン体操をして「これからも元気なあい
さつ、もりもり朝ご飯をがんばります」とくまモン
と約束しました。

今月の表紙

目次
３ 特集　山鹿市合併 10周年記念式典
７ 新着図書ピックアップ
『やまが肝いりどん』通信

８ 街角ぐるっとナビ
10 みんなの広場

今月の街角ギャラリー
12 わくわくネット
14 みんなの健康手帳

山鹿市民医療センター通信 vol.71
16 受け継がれる　山鹿市の民俗芸能　第３回

消費生活相談
17 環境だより/OTASUKE 戦隊・助けるんジャー第２話
18 市民文芸
19 およろこび・うぶごえ・おくやみ
20 移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー
22 ｢清浦総理顕彰｣ あんずの丘マラソン大会

開催に伴うご協力のお願い
23 案内板
33 オムロンハンドボール部

３月の休日在宅当番医・当番薬局
34 山鹿市教育委員会広報　ゆめーる　第 28号
36 すくすく倶楽部

山鹿ブランド

３
月
の
広
報

　１年生の時に、担任の先生が授業を教え
る姿がかっこいいと思ったから、将来は小
学校の先生になりたいです。
　今はバスケットボールを頑 張っています。

石田　理
り こ

子さん
来民小学校４年生

上記の筆文字
「やまが」を書いた
子どもたちを
紹介する
コーナーです
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特集　合併 10 周年

山
鹿
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

　
山
鹿
市
は
平
成
17
年
１
月
15
日
、
山
鹿

市
、
鹿
北
町
、
菊
鹿
町
、
鹿
本
町
、
鹿
央

町
の
１
市
４
町
が
合
併
し
て
か
ら
10
年
が

経
ち
ま
し
た
。

　
10
周
年
を
記
念
し
て
、
こ
れ
ま
で
を
振

り
返
り
、
明
日
に
向
か
っ
て
大
き
く
前
進
、

飛
躍
す
る
た
め
に
、
１
月
18
日
に
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
文
化
ホ
ー
ル
で
、
合
併
10
周

年
記
念
式
典
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
中
嶋
憲
正
市
長
が
「
こ
れ
ま
で

の
10
年
間
の
成
果
を
基
礎
と
し
て
、
合
併

効
果
を
最
大
限
に
生
か
し
、
自
己
決
定
と

自
己
責
任
の
行
政
を
一
層
伸
張
さ
せ
、
職

員
一
丸
と
な
っ
て
、
更
な
る
市
民
福
祉
の

増
進
に
努
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

郷
土
に
誇
り
と
自
信
を
持
ち
、
本
当
に
住

ん
で
良
か
っ
た
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
山

鹿
市
の
実
現
に
向
け
、
本
日
、
こ
の
記
念

式
典
を
新
た
な
飛
躍
の
基
点
と
し
て
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
力
強
く
歩
み
を
進
め

て
ま
い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
合
併
後
に
各
分
野
で
貢
献
さ
れ

た
皆
さ
ん
の
表
彰
や
感
謝
状
の
贈
呈
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

特
集
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特集　合併 10 周年

  明日に向かって      大きく前進、飛躍

４５６

７８９

１

２３
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特集　合併 10 周年

  明日に向かって      大きく前進、飛躍

山
鹿
市
民
「
愛
市
憲
章
」

一、
わ
た
く
し
た
ち
山
鹿
市
民
は

　
　
恵
ま
れ
た
自
然
や
資
源
を
守
り
、

　
　
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一、
わ
た
く
し
た
ち
山
鹿
市
民
は

　
　
す
ぐ
れ
た
伝
承
や
文
化
財
を
大
切
に
し
、

　
　
豊
か
な
市
民
文
化
の
創
造
につ
と
め
ま
す
。

一、
わ
た
く
し
た
ち
山
鹿
市
民
は

　
　
各
世
代
の
創
意
と
活
力
を
集
め
、

　
　
明
る
く
健
全
な
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一、
わ
た
く
し
た
ち
山
鹿
市
民
は

　
　
互
い
に
温
か
い
心
で
接
し
、

　
　
安
ら
ぎ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
り
ま
す
。

一、
わ
た
く
し
た
ち
山
鹿
市
民
は

　
　
奉
仕
と
感
謝
の
心
を
もって
、

　
　
社
会
につ
く
し
ま
す
。

11

１．挨拶を述べる藤原弘
ひろし

議長　２．登壇いただいた来賓の皆さん　３．国歌独唱するふるさとやまが大使の珠
た ま き

木美
み ほ

甫さん　
４．表彰を受けるNPO法人よへほ会理事長・山鹿市ボランティア連絡協議会会長の本田健

けんいちろう

一郎さん　５．表彰を受けるオムロ
ンハンドボール部の山田莉

り さ

裟さん　６．表彰を受ける山鹿灯籠師組合の今村時
と き こ

子さん　７．表彰を受ける古家隆
たかひろ

弘さん・征
せ い こ

子
さん夫妻　８．表彰を受ける元市議会議員の西牟田長

ひさし

さん　９．表彰を受ける市嘱託員の中原恵
よ し み ち

三知さん　10．感謝状を受ける
（故）古閑三

さんぱく

博夫人の古閑敦
あ つ こ

子さん　11．客席の様子　12．山鹿少年少女合唱団にあわせて全員で愛市憲章を唱和

10

12
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山
鹿
市
合
併
10
周
年
記
念
式
典

に
お
け
る
被
表
彰
者
等
一
覧

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

一
般
表
彰
（
山
鹿
市
表
彰
規
則
第
３
条
に

基
づ
く
被
表
彰
者
）

市
の
福
祉
増
進
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
も
の

○
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
よ
へ
ほ
会
理
事
長

　
山
鹿
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
連
絡
協
議
会
長

　
本
田
健
一
郎

○�

日
赤
防
災
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
山
鹿
あ
い
の

会
長

　
星
子
み
づ
ほ

市
の
文
化
向
上
、
教
育
学
術
ま
た
は
ス

ポ
ー
ツ
の
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
も
の

○
太
田
神
楽
保
存
会
長

　
丸
山
　
節
男

○
中
川
八
幡
宮
神
楽
保
存
会
長

　
相
良
　
雄
二

○
古
閑
神
楽
保
存
会
長

　
光
永
　
哲
郎

○
中
神
楽
保
存
会
長

　
宮
崎
　
清
助

○
志
々
岐
神
楽
保
存
会
長

　
原
田
　
通
明

○
や
ま
が
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

○
オ
ム
ロ
ン
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部

市
の
産
業
振
興
に
貢
献
し
、
そ
の
功
績
が

顕
著
な
も
の

○
猟
友
会
山
鹿
支
部
長

　
入
江
　
　
租

○
山
鹿
商
店
街
連
盟
会
長

　
水
上
　
弘
毅

○
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
長

　
本
田
　
雅
晴

○
山
鹿
ふ
る
さ
と
振
興
会
長

　
寺
崎
　
勇
児

○
菊
鹿
町
観
光
協
会
長

　
松
尾
　
規
倫

○
山
鹿
灯
籠
師
組
合

○
山
鹿
温
泉
観
光
協
会

○
熊
本
県
建
築
士
会
山
鹿
支
部

市
民
の
模
範
と
な
る
よ
う
な
善
行
を
し
た
も
の

○
古
家
　
隆
弘
・
古
家
　
征
子

自
治
功
労
表
彰
（
山
鹿
市
表
彰
規
則
第
４

条
に
基
づ
く
被
表
彰
者
）

功
労
表
彰

○
市
議
会
議
員

　
古
田
　
信
助
　
　
山
口
　
晋
正

　
高
口
功
二
郎
　
　
西
牟
田
　
長

　
島
田
　
節
男
　
　
平
井
　
光
臣

　
早
田
　
順
一
　
　
森
　
　
久
雄

　
高
野
　
誠
二
　
　
家
入
　
憲
隆

　
森
　
　
芳
顯
　
　
古
荘
　
克
郎

　
川
野
　
　
功
　
　
森
川
　
昭
彦

　
原
　
　
　
徹
　
　
立
山
　
　
隆

　
立
山
　
秀
木
　
　
福
本
　
義
文

　
藤
本
　
芳
雄
　
　
丸
山
　
康
昭

　
寺
崎
　
勇
児
　
　
丸
山
　
寛
治

　
太
田
黒
鐵
郎
　
　
藤
原
　
　
弘

　
横
手
　
啓
介
　
　
永
田
　
紘
二

　
堀
　
　
茂
幸
　
　
池
田
　
誠
一

　
吉
本
　
政
幸
　
　
平
井
　
邦
葊

　
藤
原
　
　
豊
　
　
芹
川
　
正
美

　
北
原
　
昭
三
　
　
藤
本
　
峰
秀

　
冨
丸
洋
一
郎
　
　
稲
葉
　
　
昇

　
永
田
　
　
健
　
　
冨
田
　
弘
海

　
服
部
　
香
代

○
副
市
長

　
杉
燒
　
義
文

○
収
入
役

　（
故
）永
田
　
忠
晴

○
教
育
長
　

　
田
中
　
　
宏
　
　
杉
本
　
作
德

○
病
院
事
業
管
理
者

　
本
郷
　
弘
昭

○
教
育
委
員
会
委
員
長

　
佐
伯
　
穎
二
　
　
中
川
　
德
男

　
星
子
　
博
子
　
　
竹
原
　
英
治

○
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

　（
故
）渡
邊
　
保
之
　
　
髙
田
　
　
茂

　
山
品
　
久
則

○
公
平
委
員
会
委
員
長
　
　

　
生
野
　
正
隆
　
　
那
須
　
篤
子

○
代
表
監
査
委
員

　
今
井
　
　
治
　
　
角
田
　
英
勝

○
農
業
委
員
会
会
長

　
坂
本
　
憲
勇
　
　
原
田
　
義
明

　
長
迫
　
忠
弘

○
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
長

　
古
川
　
憲
一
　
　
松
本
　
英
亮

　
佐
野
木
主
税

永
年
勤
続
表
彰

○
公
平
委
員
会
委
員

　
佐
藤
　
公
俊

○
農
業
委
員
会
委
員

　
稲
葉
　
和
弘

○
嘱
託
員

　
佐
藤
　
美
靜
　
　
林
田
　
敏
夫

　
前
田
　
博
文
　
　
鶴
　
　
千
年

　
皆
本
　
正
一
　
　
池
田
　
義
久

　
田
上
　
常
夫
　
　
矢
上
　
英
雄

　
中
原
惠
三
知
　
　
中
原
郁
之
介

　
柳
川
　
政
義
　
　
野
田
　
征
男

　
田
上
昭
一
郎
　
　
福
岡
　
博
秀

　
渡
邉
　
道
男

○
地
域
審
議
会
委
員

　
松
尾
　
和
子
　
　
野
中
　
弘
樹

　
梶
川
　
隆
德
　
　
廣
田
　
昭
次

　
原
田
　
博
美
　
　
黒
田
喜
久
夫

○
消
防
団
幹
部
（
副
分
団
長
以
上
）

　
若
杉
　
俊
英
　
　
髙
木
　
健
一

　
原
口
　
和
久
　
　
宮
﨑
　
公
保

　
中
川
　
誠
一
　
　
守
川
　
国
博

○
交
通
指
導
員

　
吉
田
　
貴
彦
　
　
池
田
　
邦
弘

　
溝
上
　
幸
夫
　
　
山
口
　
健
市

　
緒
方
　
　
誠
　
　
川
原
　
俊
満

　
西
田
　
克
己
　
　
福
本
　
義
文

　
髙
山
　
　
實
　
　
緒
方
　
義
弘

　
野
田
　
　
司
　
　
太
田
喜
三
郎

　
星
子
　
泰
延
　
　
村
上
　
　
登

　
西
田
　
盛
雄
　
　
立
山
　
文
夫

　
永
田
　
俊
丞
　
　
中
村
　
武
光

　
長
本
　
芳
幸
　
　
福
本
　
博
敏

　
山
村
　
秀
夫
　
　
前
田
　
一
秀

　
伊
東
　
基
男
　
　
古
家
　
　
保

　
井
上
　
繁
治
　
　
小
川
　
光
清

　
佐
菅
　
芳
弘
　
　
陶
山
　
猛
春

　
田
上
　
忠
宜
　
　
渡
邉
　
春
利

　
中
満
　
正
孝
　
　
後
藤
　
孝
文

　
東
　
　
和
行
　
　
小
原
　
洋
介

　
野
中
　
　
洋
　
　
西
牟
田
美
佐
男

　
村
木
　
勇
一
　
　
丸
木
　
伸
二

　
黒
田
　
浩
章
　
　
竹
熊
　
泰
樹

　
鹿
瀬
島
　
晃
　
　
吉
田
　
陽
一

　
北
原
　
チ
ヅ
　
　
井
上
美
佐
子

　
中
田
　
昭
則
　
　
中
野
　
正
男

　
村
井
　
正
臣
　
　
竹
下
　
徹
秋

　
長
曽
我
部
正
　
　
原
口
　
善
德

　
飯
川
　
昌
昭
　
　
古
閑
　
豊
男

　
勢
田
　
哲
男
　
　
村
上
　
利
光

　
髙
木
百
合
子
　
　
加
藤
　
　
清

　
川
俣
　
光
博
　
　
莊
山
　
宏
明

　
富
田
　
　
信
　
　
丸
山
　
　
忠

　
石
寺
　
司
郎
　
　
牛
島
　
健
二

　
江
藤
　
俊
哉
　
　
冨
田
　
俊
秀

　
谷
口
　
一
光
　
　
⻆
田
　
慎
介

　
春
田
　
正
夫
　
　
田
中
　
俊
輔

　
西
村
　
誠
也
　
　
原
　
　
幸
男

○
河
川
水
援
隊
員

　
木
下
　
　
仁
　
　
佐
藤
　
儀
治

○
介
護
保
険
認
定
審
査
会
委
員

　
武
原
　
重
春
　
　
平
田
　
武
臣

　
木
下
　
友
晴
　
　
原
賀
　
滋
久

　
宮
坂
　
圭
太
　
　
中
原
　
　
祐

　
島
田
　
昭
彦
　
　
野
小
生
寿
美
子

　
合
原
　
修
一
　
　
竹
下
美
千
子

　
田
上
　
和
子
　
　
岩
﨑
　
正
代

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
判
定
委
員
会
委
員

　
森
山
　
　
茂

○
母
子
保
健
推
進
員

　
福
本
　
律
子
　
　
森
　
ヨ
シ
ノ

　
竹
中
美
智
子
　
　
松
元
ひ
ろ
子

　
富
田
　
幸
子
　
　
平
井
眞
理
子

○
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員

　
塩
山
　
尊
利
　
　
江
上
　
祥
一

○
社
会
教
育
委
員

　
小
坂
貴
和
子

○
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員

　
竹
下
　
輝
幸
　
　
西
村
　
一
亮

　
前
田
　
軍
治
　
　
平
井
祥
一
郎

　
多
田
隈
亮
典
　
　
菊
川
　
一
誠

○
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　
工
藤
ハ
ル
子
　
　
平
尾
　
啓
誠

　
島
田
　
敏
典
　
　
高
木
貴
士
子

　
鬼
塚
　
知
宏
　
　
藤
本
健
太
郎

　
中
満
　
恭
二
　
　
渡
邉
　
丈
博

　
古
澤
　
清
二
　
　
山
下
　
誠
治

　
池
田
　
博
文
　
　
田
島
　
光
博

　
日
隈
　
邦
葊
　
　
早
田
　
国
弘

　
森
本
健
一
郎
　
　
境
　
加
代
子

　
下
田
　
誠
之
　
　
原
　
　
佳
司

○
子
ど
も
子
育
て
会
議
委
員

　
伊
藤
　
良
高
　
　
藤
森
　
純
也

　
廣
瀬
　
卓
三

○
民
生
委
員
・
児
童
委
員
、主
任
児
童
委
員

　
中
川
　
洋
志
　
　
阿
蘇
品
宗
馗

　
久
保
田
清
次
　
　
山
田
　
正
義

　
次
木
萬
壽
夫
　
　
宮
崎
　
秀
雄

　
池
部
　
　
文
　
　
富
田
　
幸
子

○
人
権
擁
護
委
員

　
藤
森
　
純
也
　
　
近
藤
　
安
隆

　
野
滿
　
孝
子

○
保
護
司

　
藤
森
　
純
也
　
　
村
田
　
昭
寛

　
富
田
　
栄
二
　
　
藤
原
　
　
弘

　
緒
方
　
隆
一
　
　
森
川
　
　
栞

　
澤
田
　
謙
二
　
　
末
松
　
謙
治

　
松
本
　
剛
久
　
　
末
松
　
朝
明

　
立
山
　
　
隆
　
　
垂
水
　
眞
昭

　
森
　
　
利
幸
　
　
松
島
　
　
章

　
杉
谷
　
博
康
　
　
宮
崎
田
美
男

　
宮
川
　
陽
子
　
　
三
嶋
　
三
重

　
吉
岡
稜
威
夫
　
　
小
川
　
榮
二

　
德
丸
　
幸
也
　
　
新
道
　
尚
章

　
富
田
　
直
昭
　
　
吉
良
ト
ミ
子

　
宮
崎
　
　
勇
　
　
廣
田
　
昭
次

○
行
政
相
談
委
員

　
小
澄
　
　
隆
　
　
森
本
　
弘
毅

感
謝
状
贈
呈

　（
故
）古
閑
　
三
博

　
生
涯
を
通
じ
本
市
の
振
興
発
展
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
本
市
域
を
中
心
と
し
た

菊
池
川
流
域
の
歴
史
文
化
に
光
を
当
て
、

郷
土
の
誇
り
と
し
て
顕
彰
活
動
に
尽
力
、

多
大
の
功
績
を
残
し
た
。

特集　合併 10 周年
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新着図書ピックアップ
蔵書場所の省略表記
ひだまり図書館　　【ひだまり】　こもれび図書館　　【こもれび】
鹿北公民館図書室　【鹿北】　菊鹿公民館図書室　【菊鹿】
鹿央公民館図書室　【鹿央】

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】
【菊鹿】

　「死」に打ちのめされた彼女たちが辿り
ついた場所は太平洋に浮かぶ島。そこで
生まれたそれぞれの「希望」のかたちとは? 

『小説新潮』掲載を書籍化。

絶唱
湊かなえ／著　出版／新潮社

催
し
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

鹿本市民センター２階視聴覚室
・春休み上映会
　「カノジョは嘘を愛しすぎてる」　主演：佐藤健
　▷３月28日㈯　午後３時から
山鹿市民交流センター中会議室１
・図書館 deシネマ
　「ラジオ」　主演：刈谷友衣子
　▷３月２2日㈰　午後２時から
ひだまり図書館
・おはなし会　午後２時から
　▷�３月７日㈯・14日㈯・21日㈷・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷�３月３日㈫・10日㈫・17日㈫・24日㈫・31日㈫
・「山鹿でがんばる企業」の展示
　九州三和鉄軌株式会社　
こもれび図書館　
・おはなし会　午前11時から
　▷�３月７日㈯・14日㈯・21日㈷・28日㈯
・おひざにだっこのおはなし会　午前11時から
・プレママTime（妊婦対象）　　午前10時45分から
　▷�３月５日㈭・12日㈭・19日㈭・26日㈭

『やまが肝いりどん』通信
～　登録者を募集しています　～

　「そろそろ結婚したいと考えているが相手がいない。
異性と知り合うきっかけがない。異性とうまく話せな
い。婚活って、どんなことをしたらいいの？」など、
婚活を始めようとお考えの人は、やまが肝いりどん事
業へ登録しませんか。
　結婚を希望する 50 歳未満の独身の人で、山鹿市に
居住しているか、結婚後に山鹿市に居住を希望する人
であればどなたでも登録できます。登録されると、私
たち肝いりどん（結婚相談員）が、あなたの婚活を支
援します。
　まず、担当肝いりどんとの面談で、あなたの結婚観
やお相手のご希望について話を聞き、信頼を深めるこ
とから始めます。その後、１対１の見合いを基本に婚
活イベントなどの出会いの機会を提供します。
　男女別の婚活セミナーでは婚活成功術を学ぶことも

できます。なお、登録料、お見合い料、成婚料などの
費用は一切不要です。
　登録は、顔見知りの肝いりどんか市役所３階地域生
活課で受け付けています。
登録には以下のものが必要です。
　①�結婚相談登録申込書 (山鹿市ホームページからダウ
ンロードできます )

　②�１人で写っている全身と上半身の写真２枚（過去１年
以内のもので笑顔のものが良いでしょう）

　③免許証や保険証など本人確認ができるもの
　④印鑑

肝いりどんについての問い合わせ先
…地域生活課　☎43－1114

※�山鹿版婚活パンフレットを作成しています。ご希望
の人はお問い合わせください。

休
館
日

ひだまり図書館
▷３月２日㈪・９日㈪・16日㈪・23日㈪・30日㈪
こもれび図書館
▷３月４日㈬・11日㈬・18日㈬・25日㈬

【ひだまり】
【鹿北】

　ちょっとした機会にもスイーツで好感度
UP!! 愛されてトクするお菓子の贈り方や
お気に入りの品 を々ご紹介。

贈る心得。ご縁結びのスイーツ
裏地桂子／著　出版／講談社

【ひだまり】
【こもれび】
【鹿北】　おばけのたまごにいちゃんは、生まれて

からずっとたまごの中に入っています。おば
けなのに怖くない…。たまごにいちゃんの
新作です。

おばけのたまごにいちゃん
あきやまただし／作、絵　出版／鈴木出版

問い合わせ先
 　★ひだまり図書館　　☎ 46 ｰ 1310　　★こもれび図書館　　☎ 43 ｰ 1082　　★鹿北市民センター　☎ 32 ｰ 3111
 　★菊鹿市民センター　☎ 48 ｰ 3111　　★鹿央市民センター　☎ 36 ｰ 3111　　★社会教育課　　　　☎ 43 ｰ 1651
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街角ぐるっとナビ 

４月１日　「山鹿市消防本部」が誕生します

安心して暮らせる福祉のまちを目指して
…山鹿市障がい者支援地域福祉セミナー　１月 23 日

メモを取りながら話しを聞く参加者
右のスクリーンでは、要約筆記が行われました

　障害について市民の皆さんの理解を深める機会を増や
し、障がい者の皆さんが住み慣れた地域で安心して自分ら
しく暮らすために、地域で見守り支え合う体制づくりを目指し
てセミナーが開催され、市民の皆さんや民生委員、療育関
係者など約 50 人が参加しました。
　セミナーでは障がい児・者相談員の上野知

と も こ

子さんが、「山
鹿市の障害福祉について」説明を行い、高次脳機能障碍「ぷ
らむ」熊本の一ノ瀬純

じゅんじ

二さんが「高次脳機能障がい者へ
の理解について」話しをしました。また、要約筆記や地域
療育などについての話しもあり、参加者はメモを取りながら
熱心に話しを聞いていました。

身近な話題、情報をお寄せください！
秘書企画課秘書係　☎４３‐１１１０

　山鹿市の消防は、昭和 48 年４月に旧鹿本郡市１市５
町で設置した「山鹿鹿本広域行政事務組合消防本部」が
業務を担い、平成 17 年１月からは、新山鹿市と旧植木
町で構成する「山鹿植木広域行政事務組合消防本部」が
管轄してきました。
　その後、平成 22 年３月に旧植木町が熊本市と合併し
ましたが、名称も管轄区域も変えずに従来どおり業務を
継続してきました。
　しかし、熊本市が政令指定都市になったことや、今後
の消防事務のあり方について熊本市と協議を重ねた結
果、広域消防事務を解消して、山鹿市は新たに「山鹿市
消防本部」を設置し、熊本市北区
植木町は「熊本市消防局」が管轄
します。「山鹿植木広域行政事務組
合消防本部」は、その役割を終え、
42 年間続いた長い歴史に幕を下ろ
します。
　４月１日からは、単独の「山鹿
市消防本部」がスタートしますが、
現在の消防体制はそのまま維持さ
れ、今までどおり災害から山鹿市
民の生命、身体および財産を守り、
安全・安心を確保するという消防・

救急業務に変わりはありません。
　また、単独消防になることで、山鹿市消防団と今まで
以上に連携が図りやすくなり、消防体制の充実強化につ
ながると考えられます。
　これからも、職員一同、市民の皆さんに信頼される消
防を目指して全力を尽くしてまいりますので、山鹿市消
防本部をどうぞよろしくお願いします。

山鹿市消防本部
〒 861 ｰ 0535　山鹿市南島 1270 ｰ 1
☎ 43 ｰ 1194　FAX43 ｰ 5100

NHK｢上方演芸会｣公開収録が放送されます！
…上方演芸会公開収録　　　　　　　　　１月 30 日

上方芸人の軽快な話術で満席の会場が笑いに包まれました

　山鹿市合併 10 周年と山鹿市民交流センター落成を記
念して、NHK上方演芸会の公開収録を、NHK熊本放送
局と市の主催で開催しました。
　当日は、大木こだまひびき、タナからイケダ、海原は
るか・かなた、チキチキジョニーの４組の上方芸人が新
作の漫才を披露し、上方ならではの軽快な話芸に、満席
の会場は笑いに包まれました。

放送日は以下のとおりです。
　●収録１本目　４月５日㈰　　●収録２本目　３月８日㈰
　午後３時 30分～３時 55分〈ラジオ第１・国際放送〉



9　2015.3.1　広報やまが

温故創生〜古
いにしえ

の努力を今私たちがつなぐ〜
…第14 回山鹿小学校八千代座公演　１月30 日
　山鹿小学校（小原孝

こうとく

徳校長　児童数 682 人）
の６年生 106 人が、八千代座公演を行いました。
　今年のテーマ『温故創生〜古の努力を今私たち
がつなぐ』には、昔の人たちの努力や歴史を、自
分たちが次の世代に伝え、大切にしていきたいと
いう思いが込められています。児童は３つのグ
ループに分かれ「八千代座物語」「温泉復活物語」
「山鹿灯籠物語」についての発表をしました。
　劇の脚本や出演、音響や照明も全て児童が担当
しました。みんなで力を合わせ、公演は大成功に
終わりました。

八千代座の舞台に立つ児童たち

まだまだあるよ。街角ぐるっとナビ

史跡や立春の田園風景を楽しみながら
…鹿央地区　第44回歩け！あるけ！大会　  　　　　　　  ２月 11 日
　大会は、建国記念の日
に「健康づくり」を目的と
して行われています。今
年は幼児連れの家族や
老人クラブ、米野岳中学
校の生徒たちなど約160
人が参加して、鹿央市民
センターを起点に往復約
8.5キロのコースを、史跡
や立春の田園風景を楽
しみながら歩きました。

タスキが繋ぐ地域の絆
…第 41 回菊鹿一周駅伝大会　　　　　　　　　　　　 　２月１日
　10 区間19.55 キロの
コースに30チームが参加
して開催され、小学生か
ら一般、女子区間もあり、
最高齢は63歳でした。池
田チームが最終区で逆
転し優勝、２位は７区チー
ム、３位は下永野チームで
した。沿道では全力で走
る選手に多くの人が大き
な声援を送りました。

幸ヶ丘Ａチーム　大会９連覇達成
…第 30 回鹿北町駅伝大会　　　　　　　　　　　　　 　２月１日

　15チームが参加して９
区間 16.8キロで健脚を
競い、幸ヶ丘Ａチームが
大会９連覇を達成しまし
た。沿道からの温かい
声援を受け、135 人の
老若男女のランナーが
心地よい汗をかきながら
走り抜けました。２位は
原Ａチーム、３位は荒平
Ａチームでした。

赤穂義士17人をしのんで
…義士まつり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　２月４日

　忠臣蔵で知られる赤
穂義士四十七士のうち、
大
お お い し く ら の す け

石内蔵助など17 人の
遺髪を納めた遺髪塔が
ある日輪寺で、義士の命
日の２月４日に、市民や
関係者など約100 人が
参加して、慰霊祭が行わ
れ、義士をしのびました。
また、慰霊祭後、歴史講
演なども行われました。

、

温かな光に包まれて
…第13回山鹿灯

と う ろ う ろ ま ん

籠浪漫・百
ひ ゃ っ か ひ ゃ く さ い

華百彩   2月の金・土

オープニングで踊りを披露する灯籠踊り保存会

　山鹿の冬の風物詩「百華百彩」が開催され、県
内外から多くの人が訪れ、温かい光に包まれた幻
想的な光景を楽しみました。
　山鹿傘を使った傘明かりや、約 6,000 個の竹灯
りなどのオブジェが会場一帯に設置され、夕方か
らボランティアなどがロウソクに火を灯

とも

し、温か
い灯りが広がります。
　八千代座横の広場では花をテーマにした和傘の
オブジェが設置され、６日の点灯式では、山鹿灯
籠踊り保存会がオブジェの前で山鹿灯籠踊りを披
露し、観客は灯りの共演を楽しみました。
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場広の ●�掲載を希望する人は、掲載月前月の１日までに、原稿や写真を山鹿市役所秘書企画課へ
郵送または持参してください。
●�誌面の都合で掲載を調整する場合があります。
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立
て
。

幼
児
も
保
護
者
も
一
緒
に
楽
し
め
る

ほ
ん
わ
か
温
か
い
お
話
で
、
劇
場
デ

ビ
ュ
ー
に
ぴ
っ
た
り
の
作
品
で
す
。

平
成
27
年
度
聴
講
生
募
集

鹿
本
農
業
高
校

◦�
期
間　

�
平
成
27
年
４
月
〜

　
　
　
　

平
成
28
年
３
月

◦�

教
科　

総
合
実
習
（
園
芸
・
食
品

製
造
な
ど
）

◦�

週
時
間
数　
２
時
間

◦�

費
用　

６
、４
０
０
円
と
必
要
な

教
材
費

◦�

募
集
人
員　
２
〜
３
人
程
度

◦�

募
集
期
間　

３
月
３
日
㈫
〜

　

10
日
㈫

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
３
１
０
１

（
食
品
工
業
科
）

第
７
回
コ
ー
ラ
ス
鹿
本

心
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト

コ
ー
ラ
ス
鹿
本

　

昔
の
懐
か
し
い
歌

や
、東
日
本
大
震
災
の

応
援
歌
な
ど
を
み
ん

な
で
歌
い
ま
し
ょ
う
。

◦�

日
時　
３
月
29
日
㈰

　

午
後
１
時
半

◦
場
所

　

�

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　

文
化
ホ
ー
ル

◦
入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
２
５
８
０

（
上
田
）

お
は
な
し
小
道
具
つ
く
り

や
ま
が
図
書
館
友
の
会

　

劇
団「
の
の
は
な
」に
よ
る
、紙
コ
ッ

プ
を
使
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
で
す
。

◦
日
時　

３
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
３
時
半

◦
場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

会
議
室

◦
参
加
対
象　

大
人
（
定
員
30
人
）

◦
参
加
費　

５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
９
９
５
‐
６
７
８
７

（
吉
田
）

20
周
年
歌
謡
祭

カ
ラ
オ
ケ
憩

　

カ
ラ
オ
ケ
憩
20
周
年
歌
謡
祭
を
開

催
し
ま
す
。入
場
無
料
で
す
の
で
、ぜ

ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

３
月
15
日
㈰　

午
前
８
時

半
開
場
、
午
前
９
時
開
演

◦
場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
４
３
４
２
‐
３
５
８
２

（
内
場
）

☎
０
９
０
‐
５
９
３
８
‐
５
４
８
４

（
釘
野
）

パ
テ
ィ
オ
マ
ー
ケ
ッ
ト

Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー
ム

◦
日
時　

３
月
13
日
㈮
〜
15
日
㈰

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日

は
午
後
４
時
ま
で
）

◦�

場
所　

Ｐ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
シ
ョ
ー
ル
ー

ム（
鹿
本
町
御
宇
田
３
４
５
‐
１
）

◦�

出
店
内
容　
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
雑
貨
・

ア
ク
セ
サ
リ
ー
・ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
・

木
工
・
子
ど
も
服
な
ど

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
46
‐
１
０
３
３

第
11
回
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

山
鹿
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

マ
ジ
ッ
ク
サ
ー
ク
ル

　

夢
の
よ
う
な
マ
ジ
ッ
ク
の
世
界
を
見

に
来
ま
せ
ん
か
。

◦
日
時　

３
月
29
日
㈰

　

午
後
１
時
開
場　

１
時
半
開
演

◦�

場
所　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー
（
ひ

だ
ま
り
）

◦
入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
０
５
８
３

（
手
島
）

畠
山
浩
史
写
真
展

山
鹿
・
湯
の
端
美
術
会

◦
期
間　

３
月
11
日
㈬
〜
22
日
㈰

　

午
前
11
時
半
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

天て
ん
ち
ょ
う聽
の
蔵

◦�

内
容　

震
災
を
機
に
関
東
か
ら
熊

桃
の
節
句

山
鹿
五
節
供
の
会

◦�

日
時　

３
月
１
日
㈰
午
後
２
時
〜

◦
場
所　

八
千
代
座
交
流
館

◦�

内
容　

市
民
の
皆
さ
ん
の
日
ご
ろ

の
応
援
に
感
謝
し
て
歌
い
ま
す
。

◦�

出
演　

山
鹿
小
学
校
音
楽
部

◦
入
場
料　

無
料（
定
員
１
０
０
人
）

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
１
５
‐
５
３
３
１

（
大
代
）

粟あ

わ

し

ま嶋
さ
ん
ま
つ
り

◦
日
時　

３
月
３
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

粟
嶋
神
社（
山
鹿
市
西
牧
）

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
43
‐
２
７
６
３

（
池
尻
）

本
へ
移
住
し
た
家
族
と
の
出
会
い

を
写
真
に
収
め
ま
し
た
。東
日
本

大
震
災
か
ら
ち
ょ
う
ど
４
年
に
合

わ
せ
て
開
催
す
る
写
真
展
で
す
。

◦�

入
場
料　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
８
０
‐
６
４
２
６
‐
４
５
１
９

（
木
部
）

◦
場
所　
さ
く
ら
湯

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

◦
日
時　

３
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
半
開
演

◦
場
所　

山
鹿
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

中
会
議
室

◦�

参
加
費　
１
人
５
０
０
円

◦
問
い
合
わ
せ
先
☎
44
‐
６
３
７
５
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み なん
山
鹿
少
年
野
球
ク
ラ
ブ

部
員
募
集
！山鹿

少
年
野
球
ク
ラ
ブ

　

山
鹿
市
内
の
小
学
生
で
あ
れ
ば
男

女
問
わ
ず
誰
で
も
入
部
で
き
ま
す
。５

人
の
指
導
者
に
よ
る
野
球
に
関
す
る

技
術
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、あ
い
さ
つ

や
礼
儀
作
法
も
し
っ
か
り
指
導
し
、心

身
の
鍛
錬
に
励
ん
で
い
ま
す
。ま
ず
は

見
学
・
体
験
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

練
習
日
時　

毎
週
土
・
日
曜
日
、

祝
日 

午
前
８
時
半
～
午
後
１
時
、

毎
週
水
曜
日 

午
後
７
時
～
９
時

◦�

場
所　

鍋
田
市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

鹿
本
グ
ラ
ウ
ン
ド

※�

時
間
・
場
所
は
変
更
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
８
６
６
５
‐
７
４
０
２

（
指
導
者
代
表　

中
原
）

ギ ャ ラ リ ー

Gallery街角街角
今月の

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）
問☎ 44 ‐ 4835

⃞▶山鹿美術協会絵画展
 　�四季の風景、静物など約 20 点を展示します。
 　期間　３月２日㈪〜 14 日㈯（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

⃞▶山鹿市公民館 初歩の日本画教室講座展
　 会員約 15 人の近作を展示します。
 　�期間　３月 16 日㈪〜 31 日㈫（日曜日定休）
 　時間　11：30 〜 21：00（最終日は 15：00 まで）

ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
ギ
タ
ー
を

習
っ
て
み
ま
せ
ん
か
！

鹿
央
文
化
協
会
ギ
タ
ー
ク
ラ
ブ

　

会
員
を
募
集
し
ま
す
。
基
礎
か
ら

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
の
で
、
関
心
の

あ
る
人
は
お
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

◦
練
習�

日
時　

第
１
・
第
３
火
曜
日

　

午
後
７
時
〜
９
時

◦�

場
所　

岩
原
の
郷

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
０
‐
３
７
３
８
‐
７
２
７
９

（
壇　

勇
）

｢万葉の風｣ 鹿央物産館（常設　展示場）
問☎ 36 ‐ 3838

⃞⃞▶春み〜っけた展 庭に咲く一番の花
　 鹿央物産館職員
　 期間　３月１日㈰〜 15 日㈰
　 時間　10：00 〜 17：00

⃞⃞▶ハンドメイド作品展 布遊びしましょう
　 八木田美佐子さんとその仲間たち
　 期間　３月 16 日㈪〜 31 日㈫
　 時間　10：00 〜 17：00

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

無
料
電
話
相
談

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
く
ま
も
と
住
宅
相
談
窓
口

　

建
築
の
専
門
家
に
よ
る
無
料
相
談

窓
口
を
ご
存
じ
で
す
か
。

　

リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
の
被
害
が
多
発

し
て
い
ま
す
。
特
に
外
壁
塗
装
、
白

ア
リ
工
事
、
屋
根
工
事
は
注
意
が
必

要
で
す
。
本
当
に
そ
の
工
事
は
必
要

か
、
一
度
冷
静
に
な
っ
て
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。

よ
く
あ
る
相
談

・
業
者
選
び
、
契
約
時
の
注
意
点

・
見
積
内
容
、
金
額
は
適
正
か

　

契
約
前
の
相
談
で
リ
フ
ォ
ー
ム
被

害
を
回
避
し
ま
し
ょ
う
。

【
相
談
電
話
番
号
】

☎
０
９
６
‐
２
８
５
‐
６
９
２
２

（
受
付
時
間
）午
前
９
時
〜
午
後
６
時

（
岩
井
）

第
１
回
菊
鹿
文
化
歴
史

探
訪
会
参
加
者
募
集

菊
鹿
文
化
歴
史
探
訪
会

　

あ
ん
ず
の
丘
周
辺
か
ら
島
田
・
日

渡
地
区
に
は
た
く
さ
ん
の
貴
重
な
史

跡
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
文
化
財
保
護

委
員
の
皆
さ
ん
の
案
内
で
歩
い
て
見

学
し
ま
す
。

◦
日
時　

３
月
29
日
㈰　

小
雨
決
行

　

午
前
９
時
半
受
付（
あ
ん
ず
の
丘
）

◦�コ
ー
ス　

あ
ん
ず
の
丘
出
発
（
10

時
）→
島
田
→
日
渡
→
あ
ん
ず
の

丘
帰
着
（
11
時
半
）

◦�

定
員　

先
着
50
人
（
小
学
生
以
下

は
保
護
者
同
伴
）

◦�

参
加
費　

無
料

◦
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

（
山
本
）

熊
本
い
の
ち
の
電
話
相
談
員

養
成
講
座
募
集

社
会
福
祉
法
人 

熊
本
い
の
ち
の
電
話

　

あ
な
た
の
や
さ
し
さ
を
自
殺
予
防

の
電
話
相
談
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
生
か

し
ま
せ
ん
か
。

◦�

募
集
期
間　

４
月
30
日
㈭
ま
で

◦�

募
集
人
員　

40
人

◦�

募
集
年
齢　

23
歳
以
上

※�

相
談
員
の
要
件
な
ど
、
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦
問
い
合
わ
せ
先

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
４
３
４
３
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小中学校・高校の子どもたちの話題を紹介するページです

山鹿子育て支援センター　☎ 43‐ 1270　つどいの広場 (おさか童夢 )　☎43‐1155　病後児保育室　☎ 43‐ 1281
鹿北子育て支援センター　☎ 32‐ 3194　第一児童館　　　　　　　☎43‐1128　ファミリー・サポートセンター
菊鹿子育て支援センター　☎ 48‐ 4660　中央児童センター　　　　☎44‐0057　　　　　　　　☎ 44‐ 8800
鹿本子育て支援センター　☎ 46‐ 3111　児童センター　　　　　　☎46‐4441
鹿央子育て支援センター　☎ 36‐ 2150　鹿本児童館　　　　　　　 ☎46‐4455

この旗が目印です

清流から世界の潮流へ鹿北中学校

◦鹿北中学校データ◦　山本一成校長　生徒数 87 人

「子育て応援の店」登録店
佐野木商店

（赤ちゃんの駅・子どもの駅）
ミルク用のお湯の提供・おむつ交換の場所の提供・
子育て情報提供・子どもへの声かけ・見守りなど

大事にしよう 生活リズム

　時間がくればお腹が空く、時間が来れば眠くなる、
朝になると目が覚めるというのが、人間が本来持っ
ている「生活リズム」。乳幼児期に体が覚えた生活リ
ズムと体内リズムは、成長・発達に大きな影響を与
えます。

睡眠の役割
①�やる気が出る…昼間の疲れをとり、寝ている間は
脳や神経が休みます
②成長ホルモンが出る…体の成長を助けます
③頭がよく働く…頭の中がすっきりします
④心おだやかに
⑤病気にかかりにくい体をつくる

朝ごはんの役割
①脳を活発に動かすため
②睡眠によって下がった体温を上げる
③大切な栄養源
④朝の排便の習慣

開催予定の教室・イベントなど
（詳しくは山鹿子育て支援センターへ問い合わせください）

　鹿北中学校では、校訓「己を重んじ 己を伸ばす　
友を敬し 友に学ぶ」のもと、鹿北の未来を支える「清
流の人」をめざし、日々精進を重ねています。今回は
さまざまな活動の中から生まれた２つの成果を紹介し
ます。

【２年連続の県体力向上優秀実践校表彰】
　始業前のランニング
会、昼休みの鹿北カッ
プや鹿北ギネス、３年
生の体育の時間や部活
単位で地域施設を活用
した体力トレーニング、

さらには長期の休み中に取り組む克己タイムなど、子
どもたちの基礎体力や筋力アップとよりよい体つくり
のための「場と環境」を整えて活動を継続しています。
体育委員会やリーダーが中心となり、楽しく、明るく
取り組めています。

【学び合いの充実】
　授業の中で学び合いを充実させるために、ホワイト
ボードを活用しています。課題に対して「見える化」を
行い、一人一人の意見がみんなに認められ、深まり、練
り上げられるように使っています。グループで使った
り、全体での発表時に使
用したりする中で、まと
め方や発表の仕方も次
第にレベルアップして
います。ここで身に付け
た力は、必ず将来につな
がると思います。
　
　来年度は生徒数がまた減少しますが、一人一人の力
をさらに高め結集して、地域とともに歩む鹿北中を
創っていきます。

教育目標「夢や希望を抱き、その実現をめざして根気強く努力し続ける生徒の育成」

生活リズムを安定させる柱として…
「早寝・早起き・朝ごはん」の習慣を！
　規則正しい睡眠と毎日の朝ごはん。簡単なようで、
けっこう大変。しかし、子どもの身体と心が健やか
に成長するために、習慣づけていきましょう。

規則正しい生活リズムをつくり、子どもも大人も健康に過ごしましょう

離乳食教室
・日時　４月下旬予定　
・対象児　平成26年10〜11月生まれ
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わ わく く ネ トッ 山鹿市内の子育て支援センター・保育園・幼稚園

寒さなんかに負けないぞ
大道保育園☎ 46 − 2328

　大道保育園前の菊池川の堤防周
辺は、１年中こどもたち専用の遊
び場になっています。今の時期は
保育園と堤防の間のあぜ道を、み
んなでマラソンをします。400
メートル、700 メートル、１キロメートルの３つのコー
スを、自分の目標に向かって、走ったり土手を駆け上

がったり、時には田んぼの溝で虫や
小魚を見つけ、しばし休憩…。それ
ぞれのペースで駆けることの楽しさ
を味わっています。

　また、園庭では大なわとびが大流行。お兄ちゃんお
姉ちゃんの楽しそうな様子を見て、時々１歳児や２歳
児の子どもたちも列に並ぶことがあります。見よう見
まねで挑戦する１歳児に、年長児が「はい、ピョン！」
と声をかけ応援します。「上手だったよ、交代ね」の声
かけのタイミングもうまいものです。
　鍛え上げるというのではな
く、そんな楽しい毎日の保育
園生活の中で、たくましい心
と身体が育っていってほしい
と願っています。

楽しかった月見団子作り
山鹿中央保育園☎ 44 − 3653

　昨年度まで月見団子作りは園児だけで行っていまし
たが、今年度は「敬老会」ということで、おじいちゃ
んおばあちゃんたちと一緒に行いました。
　作っているうちに、おばあ
ちゃんがこねて、子どもたち
とおじいちゃんが丸めるとい
う流れが自然とできていて驚
きました。丸めながら「いろ
んな形があるね」「どんな団
子ができるかな」など、自分の祖父母だけでなく、他
の祖父母とも会話がはずんでいました。
　最近は核家族化が進み、祖父母と一緒に何かを作っ
たり、会話をしたりすることが少ない中、良い経験に
なったのではないかと感じました。

　いつもと違う雰囲気に少々
戸惑う子どももいましたが、
たくさんのおじいちゃんおば
あちゃんたちに優しく声をか
けられ、とても和やかな雰囲
気で団子を食べていました。

　子どもたちがとても喜んでいたので、これからも続
けていきたいと思います。

　本校では、しっかりと話を訊
き

き、自分の考えを深め、新た
な考えを導き出していける子どもをめざしています。ここでの
「訊

き

く」とは、一方的に情報を受け取るという「聞く」ではな
く、他の考えと自分の考えと比べ、似ている点や違う点に気
づいたり、関連性を導き出したりしながら、お互いの考えを
交流することができる「訊く」という意味でとらえています。
　そこで、本年度の校内研究テーマを「伝え合う力を高め
る国語科指導法の工夫」と設定し、取り組んでいます。現在
学習のあらゆる場面で、積極的にお互いの考えを伝え合う
ことができる八幡の子どもたちが育ってきています。

【授業の場面】
　子どもたちは、教材の中の登
場人物の気持ちや作者の思い
などについての自分なりの考え
をお互いに出し合いながら、友
だちの考えと自分の考えを比べ
ながら訊く力がついてきました。
そのため、話し合いの中でも積極的に質問したり確認した
りすることができ、活発に伝え合おうとする姿があります。

【集会活動の場面】
　さまざまな集会活動で、先生や
子どもたちの発表を訊いて、自分
なりに考えたことを近くの友だちと
伝え合うペアトークを行っていま
す。同じ話を訊いても気づきや感
じ方は同じとは限りません。お互
いに伝え合うことによって自分の考えを深めたり広げたりし
ていくことができます。このことにより、子どもたちは、自分の
考えについて全校児童の前でも積極的に手を挙げて発表
しようとする姿が見られます。

【きくきくドリル】
　お互いに伝え合う力を高めるた
めに、朝の活動の時間に「きくきく
ドリル」の時間を設定しています。
友だちの発表を訊いて、自分が感
じたことや気づいたこと、もっと詳
しく知りたいことなどをお互いに出し合うことで、しっかりと
考え、自分の考えを深めていく力を高めています。

伝え合う力を身につけた子どもをめざして八幡小学校

◦八幡小学校データ◦　迫本裕輔校長　児童数 228 人
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このページは、健康に関する情報を集めています。問い合わせは、
山鹿健康福祉センター内　健康増進課（保健師）☎４３‐００５０

日 月 火 水 木 金 土
１ ２ ３ ４ ５ ６ ７

１歳６か月児健診
25 年７月生
山鹿(大道・三玉を除く)・
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

８ ９ 10 11 12 13 14
３・４か月児健診
26 年 11 月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:30 〜 13:45 受付

【ひだまり】
７・８か月児健診
26 年７月生
三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:30 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

15 16 17 18 19 20 21
３・４か月児健診
26 年 11 月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年４月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
10:00 〜 10:15 受付

【山健福】

すくすく学級
26 年４月生
三玉・菊鹿・鹿本
10:00 〜 10:15 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】
３歳児健診
23 年 11 月生
山鹿（大道・三玉を除く）
鹿北・鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】
22 23 24 25 26 27 28

７・８か月児健診
26 年７月生
山鹿（三玉を除く）・鹿北・
鹿央
13:15 〜 13:45 受付

【山健福】

１歳６か月児健診
25 年７月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

３歳児健診
23 年 11 月生
大道・三玉・菊鹿・鹿本
13:15 〜 13:45 受付

【ひだまり】

母子健康手帳交付
9:30 〜 11:00 受付

【山健福】

29 30 31

【献血日】３月 24日㈫
◦菊鹿市民センター
　受付時間　9：30 ～ 11：30
◦ＪＡ鹿本菊鹿支所
　受付時間　13：00 ～ 15：30

【献血日】３月 27日㈮
◦鹿央市民センター
　受付時間　9：30 ～ 11：30、12：30 〜 16：00

場所の省略表記 【ひまわり館】　菊鹿健康福祉センター
　　　　　　ひまわり館

【鹿央多目】　鹿央多目的研修センター
【鹿北市民】　鹿北市民センター
【カルチャー】　カルチャースポーツセンター

【山 健  福】　山鹿健康福祉センター
【ひだまり】　鹿本健康福祉センター
　　　　　　（ひだまり）

３健康カレンダー
月

●
春分の日

母子健康手帳交付時に
持参するもの
◦印鑑
◦�妊娠届出書（予定日が分
かるもの）
◦�過去の妊娠、出産の経過
が分かるもの（母子健康
手帳）
※�母子健康手帳交付の日程
で都合が悪い場合は、相
談に応じますので事前に
ご連絡ください。

乳幼児健診の対象のお子さん
には個別通知を出しています。
届いていない場合は、健康増
進課へ連絡してください。

献血にご協力ください
「平成 27年度各種健診希望調査票」の

提出はお済みですか

　「平成27 年度各種健診希望調査票」を19 歳以上の人が
いる全世帯へ郵送しています。
　年に一度は健診を受けて自分の健康状態を確認し、生活
習慣病予防に役立ててください。
　希望調査票の提出期限は２月27 日㈮でしたが、引き続き
提出を受け付けています。返信用封筒で返信するか、本庁（国
保年金課・市民課）、山鹿健康福祉センター（健康増進課）、
各市民センターに設置している回収箱に提出してください。健
診申し込みの有無に関わらず、早めの提出をお願いします。
　詳しくは、健康増進課にお問い合わせください。

３月１日から８日は、女性の健康週間です！
　厚生労働省は毎年３月１日から８日までを「女性の健康週間」として、女性の健康づくりの国民運動としています。生涯を通じて
健康で明るく、充実した日々を自立して過ごせるよう、この機会に食事、運動など生活習慣を振り返りましょう。
　また、ご自身やご家族が、がん検診をまだ申し込みされていない場合は、ぜひこの機会に申し込みください。
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「
右
下
っ
腹
が
痛
い
！
」

急
性
虫ち

ゅ
う
す
い
え
ん

垂
炎
の
お
話

す
し
、虫
垂
が
破
れ
て
膿う

み

が
お
腹
の
中

に
漏
れ
る
と
腹
膜
炎
の
状
態
に
な
り
、

生
命
の
危
険
性
も
出
て
き
ま
す
。最
終

的
に
は
お
腹
の
診
察
や
採
血
所
見
、超

音
波
や
Ｃ
Ｔ
検
査
で
虫
垂
の
腫
れ
や
腹

水
の
有
無
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
て
診
断

し
ま
す
。ご
く
初
期
の
も
の
で
は
一
般
的

に
よ
く
言
わ
れ
て
い
る
、薬
で
散
ら
す
と

い
う
方
法
で
す
が
、抗
生
剤
の
点
滴
で
治

癒
す
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。し
か
し
初

期
を
越
え
て
い
る
も
の
で
は
や
は
り
手

術
の
適
応
と
な
り
ま
す
。

　

左
図
〈
Ａ
〉の
位
置
で
切
離
す
る
虫

垂
切
除
術
が一
般
的
で
す
が
、進
行
し
た

場
合
に
は
〈
Ｂ
〉で
切
除
す
る
盲
腸
切

除
術
や
〈
Ｃ
〉の
位
置
で
切
離
し
腸
同

士
を
つ
な
ぐ
回か

い
も
う
ぶ

盲
部
切
除
術
ま
で
も
が

必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
「
た
か
が
盲
腸
！
さ
れ
ど
盲
腸
！
」で

す
。侮
れ
ま
せ
ん
。思
い
当
た
る
症
状
が

あ
れ
ば
、近
く
の
医
療
機
関
を
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

　

急
性
虫
垂
炎
と
聞
く
と
「
ど
う
い
う

病
気
？
」と
い
う
人
も
お
ら
れ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、盲
腸
と
聞
く
と
「
あ
ー
右

下
っ
腹
が
痛
む
病
気
か
！
」と
理
解
さ

れ
て
い
る
人
も
多
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

俗
称
「
盲
腸
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、盲
腸
と
は
大
腸
の一
部
分
を
指
す
言

葉
で
、そ
の
盲
腸
の
先
端
に
あ
る
「
み
み

ず
」の
よ
う
な
臓
器
が
虫
垂
で
す
。す
な

わ
ち
虫
垂
に
急
性
に
炎
症
を
起
こ
し
た

状
態
の
正
式
名
は
急
性
虫
垂
炎
で
す
。

症
状
と
し
て
右
下
腹
部
痛
が
有
名
で
す

が
、ご
く
初
期
に
は
む
し
ろ
上
腹
部
が

痛
む
こ
と
が
多
く
、徐
々
に
右
下
腹
部

に
痛
み
が
移
動
し
ま
す
。

　
「
み
ぞ
お
ち
が
痛
い
！
」と
言
っ
て
来

院
さ
れ
る
人
で
も
、初
期
の
急
性
虫
垂

炎
の
可
能
性
は
否
定
で
き
ま
せ
ん
。症

状
が
進
む
と
強
い
右
下
腹
部
痛
（
下
腹

部
全
体
の
こ
と
も
あ
る
）、発
熱
、食
欲

不
振
、悪お

し
ん心
・
嘔お

う
と吐
な
ど
が
出
現
し
ま

◦�対象者　平成 20 年４月２日〜平成 21 年４月１日生まれ
の人（母子手帳で接種を確認し、まだ接種をしていない
場合は、お子さんの体調が良いときに接種しましょう）

◦��対象者

ＭＲ（麻しん・風しん）２期

高齢者の肺炎球菌ワクチン

◦�対象者　①熊本県が実施する「熊本県風しん抗体検査
事業」で予防接種が必要と判断された人

※� 「熊本県風しん抗体検査事業」については２月27 日で終
了しています。

②�過去の風しん抗体検査（妊婦健診など）で、HI 抗体価が
16 倍以下相当だった人のうち妊娠を希望する女性

※�妊娠中の女性および妊娠をしている可能性がある女性
は、予防接種を受けることができません。

◦接種料金　3,600 円
※�市が７割助成しますので、３割（3,600 円）の自己負担金

となります。
　対象者で接種を希望する人は、健康増進課へご連絡くだ
さい。また、詳しくは山鹿市ホームページをご覧ください。

風しん予防接種費用助成

接種期限は３月 31 日㈫までです
ＭＲ（麻しん・風しん）２期
高齢者用肺炎球菌ワクチン
風しん予防接種費用助成

山鹿市看護師等修学資金貸与者を募集します
　将来、山鹿市内の医療機関などで、看護師または准
看護師として勤務しようとする人に対し、その修学に
必要な資金を貸与することにより、医療機関などの看
護師等を確保し、地域住民の健康の維持および増進を
図ることを目的とし、平成27年度から修学資金の貸
与を開始します。

◦募集人員　３人程度
◦募集期間　３月２日㈪〜31日㈫
※�詳しくは、山鹿市ホームページまたは
広報やまが２月号をご覧ください。

65歳 昭和 24年４月２日〜昭和25年４月１日生
70歳 昭和 19年４月２日〜昭和20年４月１日生
75歳 昭和 14年４月２日〜昭和15年４月１日生
80歳 昭和９年４月２日〜昭和10年４月１日生
85歳 昭和４年４月２日〜昭和５年４月１日生
90歳 大正 13年４月２日〜大正14年４月１日生
95歳 大正８年４月２日〜大正９年４月１日生
100歳 大正３年４月２日〜大正４年４月１日生
101歳以上 大正３年４月１日以前の生まれの人

※ �60 ～ 65 歳未満で、身体障害者手帳１級程度を所有
する人も対象となる場合がありますので、健康増進課
へお問い合わせください。

◦��接種料金　2,500 円
※�市が７割助成しますので、３割（2,500 円）の自己負担

金となります。
※�対象者の人で、生活保護世帯の人は生活保護証明書、

市民税非課税世帯の人は平成 26 年６月以降に交付され
た市民税非課税世帯証明書を、接種当日に医療機関に
提出すると個人負担金は無料になります。

◦��実施機関　山鹿市、植木町の医療機関（実施されてい
ない医療機関もありますので事前にご確認ください）

※�上記以外（県内）のかかりつけ医で接種が必要な人は、
接種前に手続きが必要です。事前に健康増進課へご連絡
ください。

小腸
盲腸

上行結腸

虫垂

胃

山
鹿
市
民
医
療
セ
ン
タ
ー

外
科　

大
熊　

利と
し
ゆ
き之

図
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第３回

神か
ぐ
ら楽

山
鹿
地
区
の
神
楽

　

山
鹿
地
区
に
は
、
７
つ
の
神
楽
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。（
各

神
楽
が
奉
納
さ
れ
る
日
時
や
場
所
な
ど
に
つ
い
て
は
別
表
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
）。

　

坂
田
神
楽
は
神
社
の
例
祭
と
地
元
の
祭
り
の
、
年
に
２
回
披

露
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
11
月
３
日
に
開
催
さ
れ
る
米
田
ふ
る
さ

と
祭
り
で
も
志し

じ

き々岐
神
楽
と
一
年
交
代
で
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

蒲か
も
う生

神
楽
は
、
以
前
は
４
人
で
舞
わ
れ
る
四
剣
も
あ
っ
た
の

で
す
が
、
舞
手
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
今
は
一
人
舞
の
剣

舞
だ
け
が
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
山
神
楽
は
毎
年
11
月
の
例
祭
で
披
露
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、
昨
年
は
唯
一
の
笛
の
演
奏
者
が
健
康
を
崩
し
て
し
ま
っ
た

た
め
、
神
楽
が
奉
納
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
保
存
会
で
笛
演
奏

者
の
育
成
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

麻あ

ぞ

の

生
野
神
楽
は
一
度
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
地
元
有
志
に

よ
っ
て
20
年
ほ
ど
前
に
復
活
さ
れ
た
神
楽
で
す
。
で
き
る
だ
け

多
く
の
人
に
見
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
日
曜
日
の
昼
ご
ろ
か
ら

舞
っ
て
い
て
、
現
在
は
地
元
の
大
半
の
人
が
見
に
来
ら
れ
る
そ

う
で
す
。

　

中
村
神
楽
は
年
間
に
３

回
も
神
楽
を
奉
納
し
て
い

て
、
市
内
で
最
も
多
い
回
数

と
な
っ
て
い
ま
す
。
か
つ
て

は
こ
れ
以
外
に
灯
籠
ま
つ
り

や
犬
子
ひ
ょ
う
た
ん
祭
り
の

と
き
に
大
宮
神
社
で
神
楽
を

舞
っ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

鹿
央
や
鹿
本
の
神
社
か
ら
も

問
い
合
わ
せ
先
…
社
会
教
育
課
文
化
係　

☎
43
‐
１
６
５
１

招
か
れ
て
神
楽
を
奉
納
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

志
々
岐
神
楽
も
披
露
さ
れ
る
回
数
が
多
く
、
３
月
中
旬
の
地

元
の
祭
り
も
含
め
て
年
間
３
回
舞
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
神

楽
は
麻
生
野
と
同
じ
く
、
長
く
途
絶
え
て
い
た
も
の
を
復
活
さ

せ
た
神
楽
で
す
。
昭
和
62
年
に
30
数
年
の
時
を
経
て
復
活
し
、

そ
れ
か
ら
毎
年
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

古こ

が閑
神
楽
は
市
内
で
も
最
も
多
い
演
目
数
で
、
７
座
の
演
目

が
あ
り
ま
す
。
２
月
と
９
月
の
年
２
回
奉
納
さ
れ
ま
す
が
、
９

月
は
子
ど
も
た
ち
が
裸
で
お
参
り
を
す
る
「
百ひ

ゃ
く
ど度
参
り
」
と
併

せ
て
舞
わ
れ
て
い
ま
す
。

「
個
人
情
報
を
削
除
し
て
あ
げ
る
」

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
か
た
る
電
話

【
相
談
事
例
】

　

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
を
名
乗
る
男
性
か
ら
電
話
が

あ
り
「
あ
な
た
の
個
人
情
報
が
３
社
に
漏
れ
て
い
る

の
で
削
除
し
ま
す
。
30
分
く
ら
い
し
た
ら
ま
た
電
話

し
ま
す
」
と
言
わ
れ
た
。
そ
の
後
「
２
社
は
削
除
で

き
た
が
、
１
社
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
○
○
さ
ん
を
紹
介
し
ま
す
」
と
電
話
が

あ
っ
た
が
、
意
味
が
分
か
ら
な
か
っ
た
の
で
「
そ
ん

な
こ
と
知
り
ま
せ
ん
」
と
言
っ
て
電
話
を
切
っ
た
。

怪
し
い
と
思
う
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

●　

�「
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
公
的
機
関
が
「
個
人

情
報
を
削
除
す
る
」
な
ど
と
言
っ
て
電
話
を
か
け

る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。
公
的
機
関
を

装
っ
て
個
人
情
報
の
削
除
を
持
ち
か
け
る
電
話
は

詐
欺
で
す
。
相
手
に
せ
ず
、
す
ぐ
に
電
話
を
切
っ

て
く
だ
さ
い
。

●　

�

話
を
聞
い
て
し
ま
う
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
を
つ

け
て
金
銭
を
要
求
し
て
く
る
ケ
ー
ス
も
見
ら
れ
ま

す
。
絶
対
に
支
払
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

※�

お
困
り
の
際
は
、
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問
…
山
鹿
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
（
商
工
観
光
課
内
）

☎
43
‐
１
５
７
９

　
　
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
‐
３
８
３
‐
０
９
９
９

古閑神楽（剣弓の舞）

別表
神　楽 日 時 場　所 住所 演　目

坂田神楽 3月の第2日曜日
3月11日

10時ごろ
11時ごろ

坂田公民館
坂田阿蘇神社 坂田 二剣

蒲
か も う

生神楽 4月4日
11月20日

10時ごろ
10時ごろ

遠山神社
蒲生菅原神社 蒲生 剣舞

平山神楽 11月8日 10時ごろ 平山阿蘇神社 平山 初剣、幣、剣弓、
二剣、榊

麻
あ ぞ の

生野神楽 11月20日を過ぎ
た日曜日 12時ごろ 麻生野少

す く な ひ こ

彦神社 麻生野 二剣、弓、榊、
御幣、四剣

中村神楽 3月5日、11月5日
10月5日

19時ごろ
11時ごろ

中村稲荷神社
双子塚神社 中 榊、御幣、二剣、

四剣、剣弓、一剣

志
し じ き

々岐神楽
3月15日※、
11月15日 20時ごろ

志々岐阿蘇神社 志々岐 榊、御幣、二剣、
四剣、弓剣

3月中旬 10時半ごろ

古閑神楽 2月27日
9月27日

18時半ごろ
18時半ごろ 古閑諏訪神社 古閑

御幣、榊、さんまい、
二剣、剣弓、四剣、
初剣

※今年は９時半ごろから
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問…環境課　☎43-7211

環境だより環境だより

家
庭
ご
み

　平成 27 年４月１日から平成 28 年３月31日までの「家庭ごみ収集日程表」を、３月に
各家庭に配布しています。家庭ごみの排出は、日程表をご確認のうえお願いいたします。
　特に、収集日が祝日・休日・年末年始のときは、前後に振り替えている場合がありま
す。日程表に沿って収集いたしますので、十分ご確認のうえごみの種類や排出時間などに
お間違えのないようご協力をお願いいたします。

年 度

平 成

27
収
集
日
程
表
に
つ
い
て

　『家庭ごみの分け方・出し
方』『家庭ごみ分別辞典』は
保存版です。
　継続してご利用ください。

前期分　　　　　　　　　　　　　　　　　　後期分

平成 27年度家庭ごみ収集日程表
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市　民　文　芸

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句

俳
　
句

短
　
歌

肥
後
狂
句
や
ま
が
会　

一
月
例
会

黒
田
如
水
選

忘
れ
た　

面
は
浮
か
ぶ
が
名
の
出
ら
ん

長
野　

お
節

し
よ
ん
な
か　
ど
っ
ち
か
先
に
看
ら
に
ゃ
ん
と

新
谷　

不
動

足
音　

ふ
り
返
れ
な
い
お
そ
ろ
し
さ

岡
山　

お
筆

初
詣　

世
界
平
和
を
百
円
で

遠
藤　

上
気

雪
解
け　

カ
リ
ブ
の
海
も
水
温
む落

合　

万
吉

東
栄
次
選

忘
れ
た　

歌
で
ご
ま
か
す
バ
ス
ガ
イ
ド

立
山　

連
峰

し
よ
ん
な
か 

成
る
如
ッ
し
き
ゃ
ァ
成
ら
ん
娑
婆

竹
下　

賀
松

初
詣　

近
く
で
済
ま
す
歳
に
な
り小

野
三
ツ
葉

憎
い　

こ
ん
な
私
に
さ
せ
と
い
て藤

本　

白
扇

初
詣　

小
銭
で
願
い
五
つ
六
つ

宮
川　

幸
代

銀
河
俳
句
会

朝
焼
け
の
阿
蘇
の
連
山
初
稽
古　
　
　
　
　

内
古
閑
眸
子

拍
子
木
の
途
切
れ
し
闇
夜
寒
波
来
る　
　
　

酒
井　

睦
美

炭
つ
ぎ
て
湯
気
の
む
こ
う
に
雪
を
見
る　
　

飯
川　

貞
子

新
人
俳
句
講
座

瀬
口
忠
一
選

寒
の
月
揺
ら
し
て
流
る
ド
ナ
ウ
川　
　
　
　

福
島　

好
美

天
空
の
花
散
ら
す
ご
と
牡
丹
雪　
　
　
　
　

原　

ケ
イ
子

黙
々
と
田
の
石
拾
う
農
始
め　
　
　
　
　
　

岩
井　

照
代

タ
ッ
プ
俳
句
会　

一
月
例
会

初
暦
孫
の
生
ま
る
る
日
を
数
え　
　
　
　
　

榮　

ひ
ろ
み

境
内
の
石
も
尊
く
手
を
合
わ
す　
　
　
　
　

原
口　

知
子

ど
ん
ど
焼
火
粉
童
の
笑
い
舞
う　
　
　
　
　

池
田　

亜
美

鹿
本
町
俳
句
教
室　

一
月
例
会

利
光
釈
朗
選

水
仙
や
友
の
面
影
偲
ば
る
る　
　
　
　
　
　

小
原　

洋
子

腰
折
れ
て
水
仙
我
に
似
た
る
か
な　
　
　
　

福
島　

幸
代

孤
独
死
の
多
き
こ
の
世
や
冬
ざ
る
る　
　
　

戒
田
喜
久
子

山
鹿
俳
句
会　

一
月
例
会

利
光
釈
郎
選

丁
寧
に
風
呂
を
洗
ひ
て
冬
至
か
な　
　
　
　

坂
田　

貞
子

注
連
と
る
や
ま
た
短
針
の
動
き
出
し　
　
　

松
下　

圭
士

大
空
を
一
直
線
に
初
鴉　
　
　
　
　
　
　
　

園
田　

紀
子

鹿
本
短
歌
会　

一
月
詠
草

清
田
由
井
子
選

歳
古
れ
ば
寒
波
こ
た
ふ
る
年
明
け
を
と
み
に
明
る
し
稚
児
の
笑
み
ご
ゑ　

中
川　

晶
子

静
も
り
し
町
歩
み
ゐ
て
家
ご
と
の
〆
縄
飾
り
に
心
温
も
る　
　
　
　
　
　

出
井
セ
キ
子

参
道
に
奉
納
の
幟の

ぼ
り

は
た
め
き
て
初
詣
で
す
る
雪
の
舞
ふ
中　
　
　
　
　
　

今
村
久
美
子

石
人
短
歌
会　

一
月
例
会

富
田
豊
子
選

肘ひ
じ
か
さ
あ
め

笠
雨
は
ど
ん
な
雲
か
ら
降
っ
た
で
し
ょ
う
探
し
て
お
り
ま
す
こ
こ
ろ
は
ず
み
て 

横
手　
　

淑

単
身
の
夫
が
都
市
よ
り
帰
り
来
る
上
弦
の
月
背
中
に
負
い
て　
　
　
　
　

堀
田　

恵
美

北
国
の
軒
ま
で
積
も
る
雪
被
害
こ
こ
ろ
痛
め
る
わ
が
同
胞
に　
　
　
　
　

三
森　

京
子

あ
ぢ
さ
ゐ
短
歌
会　
二
月
例
会

さ
き
が
け
て
一
枝
ほ
こ
ろ
ぶ
桃
色
の
乙
女
椿
を
挿
し
て
友
待
つ　
　
　
　

関　

ケ
イ
子

縁
側
に
明
る
き
冬
日
さ
し
入
り
て
屈
託
も
な
し
一
日
過
ぎ
ゆ
く　
　
　
　

鶴
田　

美
昭

小
沼
よ
り
不
意
に
飛
び
立
つ
青
鷺
よ
驚
い
た
の
か
我
も
驚
く　
　
　
　
　

横
尾　

ト
シ

鹿
北
短
歌
会　

一
月
詠
草

苗
育
て
植
え
た
る
杉
は
今
大
樹
樹
齢
か
さ
ね
て
枝
風
に
鳴
る　
　
　
　
　

弓
掛
む
つ
子

三
千
年
の
楠
立
ち
て
隆
々
と
我
が
八
十
年
を
じ
つ
と
見
お
ろ
す　
　
　
　

島
北　

皎
誓

進
展
の
な
き
人
質
事
件
今
日
も
見
ぬ
心
乱
る
る
ば
か
り
の
年
明
け　
　
　

貞
熊
喜
美
子

菊
鹿
短
歌
会　

新
年
歌
会
詠
草

初
に
見
る
白
き
綿
花
を
獲
り
て
を
り
糸
紡
ぐ
術
わ
か
ら
ぬ
ま
ま
に　
　
　

片
山　

陽
子

岩
清
水
あ
つ
ま
る
沢
は
苔
む
し
て
椎
の
実
転
ぶ
け
も
の
径
あ
り　
　
　
　

渕
上
ヨ
シ
子

歳
重
ね
思
へ
ば
遠
く
き
た
も
の
と
終
活
の
文
字
よ
ぎ
り
て
消
ゆ
る　
　
　

富
田　

龍
子

鹿
央
短
歌
会　

一
月
作
品

災
害
で
年
越
す
人
を
偲
び
つ
つ
明
る
い
方
へ
と
向
か
ふ
を
祈
る　
　
　
　

木
下　

精
子

人
の
手
を
な
る
べ
く
取
ら
ず
逝
か
ば
や
と
八は

ち
じ
ゅ
う
は
ち

十
八
歳
の
屠
蘇
を
い
た
だ
く　

立
山　
〆
子

寒
風
に
耐
へ
て
春
待
つ
ま
だ
硬
き
梅
の
蕾
の
ふ
く
ら
み
も
見
ゆ　
　
　
　

竹
原　

黎
子

三
岳
短
歌
会　
一
月
例
会

山
茶
花
の
紅
の
花
さ
へ
寂
し
け
れ
秋
の
お
は
り
の
暮
れ
ゆ
く
墓
地
は　
　

荒
木　

光
子

冴
え
わ
た
る
寒
気
の
中
で
八
重
椿
朱
色
の
花
が
咲
き
て
華
や
ぐ　
　
　
　

一
森　

久
子

一
瞬
に
野
ね
ず
み
捉
へ
て
飛
ぶ
さ
し
ば
目
前
に
見
た
り
正
月
二
日　
　
　

有
働　

真
澄
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１

山　鹿
　山　鹿　小原　達也さん (89)　池田ヱミ子さん (80)
　　　　　大林　房子さん (90)　富田　祐弘さん (79)
　　　　　池田　保孝さん (78)
　米　田　芳野　憲一さん (91)
　川　辺　猪﨑　慶一さん (81)　松本　宣子さん (93)
　　　　　溝田　義弘さん (61)
　八　幡　中原　愛子さん (87)　緒方　和子さん (86)
　　　　　田中　道男さん (77)
　平小城　松藤スヱキさん (91)　米田　　守さん (84)
　三　岳　竹田オル子さん (90)　上野　宗男さん (86)
　　　　　野中　至誠さん (89)
　三　玉　脇山ハル子さん (97)　髙橋小夜子さん (83)
　　　　　立山　信子さん (92)　池田　初枝さん (88)
　　　　　近藤　幸人さん (82)　坂田　幸光さん (75)
　大　道　福山　信子さん (88)　深川　朱一さん (90)
鹿　北
　岳　間　北原　純子さん (82)
　岩　野　山口　キミさん (90)　野中美奈子さん (36)
　　　　　堤　　武志さん (81)
　広　見　稲葉ミヤコさん (95)　松島　三郎さん (76)

う ぶ ご え

お く や み

およろこび

※１月中の届出のうち、本庁・市民センターで受け付けた掲載希望者分を掲載しています

山　鹿
　山　鹿　本田遼太郎さん♥田中　詩織さん
　　　　　中井　雅和さん♥古閑　尚子さん
　三　玉　淵上　一義さん♥下田　純菜さん

鹿　本
　来　民　髙橋　利妃さん♥菊川　愛彩さん
　稲　田　安武　和義さん♥池田幸祐里さん

問い合わせ先…市民課　☎４３−１１６９およろこび・うぶごえ・おくやみ

菊　鹿
　内　田　本田カヲルさん (91)　原口ヨリコさん (91)
　六　郷　井形カメヲさん (95)　松井　ミエさん (81)
　　　　　猪島サダコさん (90)　月足ゆり子さん (66)
　　　　　菊光チヅヨさん (88)
　城　北　坂本キヨ子さん (88)　樋口　敏人さん (85)
　　　　　川辺ミサヲさん (94)　藤本ツヤ子さん (89)
鹿　本
　来　民　緒方　千里さん (89)　荒木　義信さん (85)
　　　　　濱地　七重さん (91)　浦田　道男さん (90)
　稲　田　宇野　幸雄さん (88)　佐藤　隆幸さん (88)
　　　　　星子ミドリさん (93)　中山ノリコさん (87)
　中　富　富野富次男さん (77)　吉田　元吉さん (99)
　　　　　園田セツエさん (81)
鹿　央
　米野岳　立山サヱ子さん (94)　原　　良輔さん (85)
　　　　　石𠩤　義行さん (92)　小林美保子さん (63)
　山　内　小田ミツコさん (87)

山　鹿

　山　鹿　中島　義
よ し き

気さん　山田菜
な み か

美花さん
　　　　　江藤　あみさん
　米　田　馬場　優

ゆうしん

心さん　渡邉　　暦
こよみ

さん
　　　　　中嶋　千

ち と せ

歳さん
　川　辺　衛藤　夢

ゆ あ

愛さん
　八　幡　松永皓

こう た ろ う

太郎さん
　三　玉　中西　心

み ゆ

結さん
　大　道　前田昂

こう た ろ う

太郎さん　冨田しずくさん
　　　　　櫨本　将

しょうま

慎さん　福原　未
み ゆ

夢さん
　　　　　桑島紳

しんいちろう

一郎さん　嶋本　理
ま さ と

人さん
　　　　　船津　逢

あ お

生さん　嶋本　悠
ゆ う と

人さん
　　　　　安荘　晃

こうすけ

亮さん

鹿　北

　岩　野　佐々木光
こうだい

大さん
　広　見　早野　雄

ゆ う が

雅さん
菊　鹿

　六　郷　松岡　統
と う ま

真さん　大久保宗
そうたろう

太朗さん
　　　　　松本　倖

さ え

衣さん
鹿　本

　来　民　堤　　唯
い ち か

愛さん　宮川　琉
る な

愛さん
　　　　　新堀　隆

りゅうと

翔さん　⻆谷　冬
と う ま

馬さん
　中　富　森田　希

き ほ

帆さん
鹿　央

　千　田　角田　　愛
あい

さん
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問い合わせ先…ひだまり図書館☎ 46 ‐ 1310

　移動図書館「ぐるりん号」は、約 2,000 冊の本を載せて市内の子育て支
援センターや公民館などを巡回しています。ぜひご利用ください。
※滞在時間は 15 分から 30 分です。

【10月〜３月】

ステーション 曜日 到着時間 10 月 11 月 12 月 １月 ２月 ３月

（鹿北）鹿北子育て支援センター

水
曜
日

10：00 ７日 ４日 ２日 ６日 ３日 ２日
（山鹿）鍋田公民館 10：00 21日 18日 16日 20日 17日 16日

（菊鹿）田中自動車整備工場駐車場 10：30 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日

（鹿本）川北公民館 11：00 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日 ２日・16日
（鹿本）津袋公民館 13：00 28日 25日 休 27日 24日 23日
（山鹿）山鹿市民医療センター 13：30 ７日 ４日 ２日 ６日 ３日 ２日
（山鹿）湯山公民館 13：30 21日 18日 16日 20日 17日 16日
（山鹿）鹿校通区公民館 14：30 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日
（山鹿）八幡地区公民館 15：00 14日・28日 11日・25日 ９日 13日・27日 10日・24日 ９日・23日
（鹿本）鹿本ふれあいセンター 15：30 21日 18日 16日 20日 17日 16日
（山鹿）平小城地区公民館

木
曜
日

9：30 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（山鹿）藤井 1区公民館 9：30 ８日 12日 10日 14日 休 10日
（山鹿）霊仙交流センター 9：30 22日 26日 24日 28日 25日 24日
（山鹿）川辺地区公民館 10：15 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（山鹿）三玉地区公民館 10：15 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）山鹿老人福祉センター 11：00 １日 ５日 ３日 ７日 ４日 ３日
（鹿本）鹿本 6区公民館 13：10 15日 19日 17日 21日 18日 17日
（鹿央）鹿央子育て支援センター 14：00 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）山鹿子育て支援センター 14：50 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 25日 10日・24日
（山鹿）三岳地区公民館 15：00 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（鹿北）鹿北老人福祉センター 15：30 １日・15日 ５日・19日 ３日・17日 ７日・21日 ４日・18日 ３日・17日
（鹿央）米野公民館

金
曜
日

9：30 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（山鹿）日置コミュニティーセンター 10：00 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本内田取次店 10：00 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（菊鹿）永山公民館 10：40 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（山鹿）下小坂公民館 10：45 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本菊鹿支所 10：50 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（鹿本）梶屋公民館 13：30 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（鹿央）千田保育園跡 13：30 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（山鹿）坂田公民館 13：40 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（鹿央）ＪＡ鹿本広域配送センター 13：50 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（菊鹿）４区公民館 14：10 ２日 ６日 ４日 休 ５日 ４日
（鹿央）仁王堂倉庫 14：25 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日 11日・25日
（山鹿）大道公民館 14：50 16日 20日 18日 15日 19日 18日
（山鹿）おさか童夢

土
曜
日

10：00 ３日・17日 ７日・21日 ５日・19日 16日 ６日・20日 ５日・19日
（山鹿）米田地区公民館 11：00 10日・24日 14日・28日 12日・26日 ９日・23日 13日・27日 12日・26日

（菊鹿）菊鹿子育て支援センター 11：00 ３日・17日 ７日・21日 ５日・19日 16日 ６日・20日 ５日・19日

（鹿本）鹿本児童館 13：20 10日 14日 12日 ９日 13日 12日
（山鹿）中央児童センター 13：30 ３日 ７日 ５日 休 ６日 ５日
（山鹿）山鹿中央病院 13：30 17日 21日 19日 16日 20日 19日
（山鹿）児童センター 13：50 10日 14日 12日 ９日 13日 12日
（山鹿）第一児童館 14：10 ３日 ７日 ５日 休 ６日 ５日
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移動図書館車「ぐるりん号」巡回カレンダー

ステーション 曜日 到着時間 ４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月

（鹿北）鹿北子育て支援センター

水
曜
日

10：00 １日 休 ３日 １日 ５日 ２日
（山鹿）鍋田公民館 10：00 15日 20日 17日 15日 19日 16日

（菊鹿）田中自動車整備工場駐車場 10：30 ８日・22日 13日・27日 10日・24日 8日・22日 12日・26日 ９日

（鹿本）川北公民館 11：00 １日・15日 20日 ３日・17日 １日・15日 ５日・19日 ２日・16日
（鹿本）津袋公民館 13：00 22日 27日 24日 22日 26日 休
（山鹿）山鹿市民医療センター 13：30 １日 休 ３日 １日 ５日 ２日
（山鹿）湯山公民館 13：30 15日 20日 17日 15日 19日 16日
（山鹿）鹿校通区公民館 14：30 ８日・22日 13日・27日 10日・24日 8日・22日 12日・26日 ９日
（山鹿）八幡地区公民館 15：00 ８日・22日 13日・27日 10日・24日 8日・22日 12日・26日 ９日
（鹿本）鹿本ふれあいセンター 15：30 15日 20日 17日 15日 19日 16日
（山鹿）平小城地区公民館

木
曜
日

9：30 ２日・16日 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日
（山鹿）藤井 1区公民館 9：30 ９日 14日 11日 ９日 13日 10日
（山鹿）霊仙交流センター 9：30 23日 28日 25日 23日 27日 24日
（山鹿）川辺地区公民館 10：15 ２日・16日 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日
（山鹿）三玉地区公民館 10：15 ９日・23日 14日・28日 11日・25日 ９日・23日 13日・27日 10日・24日
（山鹿）山鹿老人福祉センター 11：00 ２日 ７日 ４日 ２日 ６日 ３日
（鹿本）鹿本 6区公民館 13：10 16日 21日 18日 16日 20日 17日
（鹿央）鹿央子育て支援センター 14：00 ９日・23日 14日・28日 11日・25日 ９日・23日 13日・27日 10日・24日
（山鹿）山鹿子育て支援センター 14：50 ９日・23日 14日・28日 11日・25日 ９日・23日 13日・27日 10日・24日
（山鹿）三岳地区公民館 15：00 ２日・16日 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日
（鹿北）鹿北老人福祉センター 15：30 ２日・16日 ７日・21日 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ３日・17日
（鹿央）米野公民館

金
曜
日

9：30 ３日 １日 ５日 ３日 ７日 ４日
（山鹿）日置コミュニティーセンター 10：00 17日 15日 19日 17日 21日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本内田取次店 10：00 10日・24日 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 11日・25日
（菊鹿）永山公民館 10：40 ３日 １日 ５日 ３日 ７日 ４日
（山鹿）下小坂公民館 10：45 17日 15日 19日 17日 21日 18日
（菊鹿）ＪＡ鹿本菊鹿支所 10：50 10日・24日 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 11日・25日
（鹿本）梶屋公民館 13：30 ３日 １日 ５日 ３日 ７日 ４日
（鹿央）千田保育園跡 13：30 10日・24日 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 11日・25日
（山鹿）坂田公民館 13：40 17日 15日 19日 17日 21日 18日
（鹿央）ＪＡ鹿本広域配送センター 13：50 10日・24日 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 11日・25日
（菊鹿）４区公民館 14：10 ３日 １日 ５日 ３日 ７日 ４日
（鹿央）仁王堂倉庫 14：25 10日・24日 ８日・22日 12日・26日 10日・24日 14日・28日 11日・25日
（山鹿）大道公民館 14：50 17日 15日 19日 17日 21日 18日
（山鹿）おさか童夢

土
曜
日

10：00 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ４日・18日 １日・15日 ５日・19日
（山鹿）米田地区公民館 11：00 11日・25日 ９日・23日 13日・27日 11日・25日 ８日・22日 12日・26日

（菊鹿）菊鹿子育て支援センター 11：00 ４日・18日 ２日・16日 ６日・20日 ４日・18日 １日・15日 ５日・19日

（鹿本）鹿本児童館 13：20 11日 ９日 13日 11日 ８日 12日
（山鹿）中央児童センター 13：30 ４日 ２日 ６日 ４日 １日 ５日
（山鹿）山鹿中央病院 13：30 18日 16日 20日 18日 15日 19日
（山鹿）児童センター 13：50 11日 ９日 13日 11日 ８日 12日
（山鹿）第一児童館 14：10 ４日 ２日 ６日 ４日 １日 ５日

【４月〜９月】
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｢清浦総理顕彰｣ あんずの丘マラソン大会
開催に伴うご協力のお願い

【開催日】３月８日㈰

【会場】あんずの丘ふれあい広場

【スタート時間】

 1.5km　午前   ９時 40 分

 ハーフ　午前 10 時 00 分

 3.0km　午前 10 時 15 分

10.0km　午前 10 時 30 分

事故防止のため、通過予定時間帯はコー
ス上に駐停車しないようお願いします。車
の通行は可能ですが係員の指示に従って
ください。

問「清浦総理顕彰」あんずの丘マラソン大会事務局

　社会体育課☎43－ 1150

【主要施設の先頭ランナー通過予定時刻】

龍口交差点
10：00
10：20
10：30

松尾神社 10：10
10：30

鞠智城 10：45

城北小 10：10
10：50

下永野集落
10：15
10：20
11：00

津袋（味千ラーメン付近） 10：30

清浦記念館 10：40

石渕橋 10：50

消防署東分署 11：00
山鹿市内だけでなく、各地か
ら大勢の人が大会に参加され
ます。沿道での応援をお願い
します。

　清
き よ う ら

浦奎
け い ご

吾伯を県内外に顕彰し、山鹿の自然を満喫しながら楽しく走ってもらうことを目的に、第３
回 ｢清浦総理顕彰｣ あんずの丘マラソン大会を開催します。
　住民の皆さんには、交通や農作業などにご迷惑をおかけしますが、大会へのご理解とご協力をお願
いします。
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軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
時
点
の

使
用
者
（
ま
た
は
所
有
者
）
に
１
年
分
の
税

金
が
か
か
る
た
め
、
平
成
27
年
４
月
１
日
ま

で
に
廃
車
、
名
義
変
更
の
手
続
き
が
完
了
し

な
い
と
、
平
成
27
年
度
も
課
税
さ
れ
ま
す
。

　

自
動
車
税
（
普
通
車
、
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
）

の
よ
う
に
年
度
途
中
の
廃
車
、
名
義
変
更
に

よ
っ
て
税
金
が
還
付
ま
た
は
賦
課
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◦�

手
続
場
所

・�

１
２
５
㏄
以
下
の
二
輪
車
等
お
よ
び
農
耕

作
業
車
な
ど
の
小
型
特
殊
自
動
車

　

市
民
課
ま
た
は
各
市
民
セ
ン
タ
ー

※�

山
鹿
市
ナ
ン
バ
ー
を
持
っ
た
ま
ま
転
出
し

た
場
合
は
、
転
出
先
の
市
町
村
で
新
ナ
ン

軽
自
動
車
な
ど
の
廃
車
の

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

お知
せら

　
「
面
会
交
流
」
と
は
夫
婦
が
離
婚
し
た
後
、

子
ど
も
と
別
れ
て
暮
ら
し
て
い
る
お
父
さ
ん

や
お
母
さ
ん
が
、
定
期
的
に
子
ど
も
と
会
っ

て
話
を
し
た
り
、
一
緒
に
遊
ん
だ
り
し
て
交

面
会
交
流
事
業

お知
せら

今
月
の
納
税
・
保
険
料

◦�
国
民
健
康
保
険
税
（
第
10
期
）

◦�
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
（
第
９
期
）

◦�

納
期
限　

３
月
31
日
㈫

夜
間
・
休
日
収
納
窓
口

◦�

夜
間
（
平
日
）　

３
月
27
日
㈮
・
30
日
㈪
・

31
日
㈫

　

午
後
５
時
半
〜
午
後
８
時

◦�

休
日
（
日
曜
）　

３
月
15
日
㈰

　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◦
場
所　

市
役
所
１
階
税
務
課 

⑥
番
窓
口

※�

納
税
は
便
利
な
「
口
座
振
替
」
を
ご
利
用

く
だ
さ
い
。
申
込
書
は
山
鹿
市
内
の
各
金

融
機
関
に
も
備
え
て
あ
り
ま
す
。

問
税
務
課
収
納
係　
　
　

☎
43
‐
１
１
４
４

　

燃
や
す
ご
み
の
減
量
化
を
推
進
し
、
生
ご

み
排
出
抑
制
の
た
め
行
っ
て
き
ま
し
た
、
生

ご
み
処
理
機
器
設
置
補
助
金
を
、
平
成
26
年

度
（
平
成
27
年
３
月
31
日
）
で
終
了
し
ま
す
。

生
ご
み
処
理
機
器
の
購
入
を
検
討
し
て
い
る

人
は
、
補
助
対
象
要
件
を
確
認
し
、
事
前
協

議
を
環
境
課
へ
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◦�

事
前
協
議
内
容

・�

購
入
機
器
や
購
入
数
、
設
置
時
期
な
ど
に

つ
い
て
確
認

◦�

補
助
金
交
付
要
件

・
市
内
在
住
で
あ
る
こ
と

・
市
税
な
ど
に
滞
納
が
な
い
こ
と

・�

過
去
5
年
以
内
に
補
助
金
を
受
け
て
い
な

い
こ
と

・
市
内
店
舗
か
ら
購
入
す
る
こ
と
な
ど

◦�

補
助
率　

３
分
の
２

・�

生
ご
み
処
理
容
器
（
コ
ン
ポ
ス
ト
）

　

補
助
限
度
額　

５
千
円

・�

電
動
式
生
ご
み
処
理
機
器

　

補
助
限
度
額　

４
万
円

※�

補
助
金
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、
必
ず

事
前
協
議
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問�

環
境
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
７
２
１
１

生
ご
み
処
理
機
器
設
置

補
助
金
を
終
了
し
ま
す

お知
せら バ

ー
の
交
付
お
よ
び
山
鹿
市
ナ
ン
バ
ー
の

返
還
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
そ
れ
以
外
の
軽
四
輪
自
動
車
等

　

�

熊
本
県
軽
自
動
車
協
会
（
熊
本
市
東
区
東

町
16
‐
３
）

☎
０
９
６
‐
３
６
９
‐
６
８
２
９

問
税
務
課　
　
　
　
　
　

☎
43
‐
１
１
２
０

◦�

加
入
対
象
者　

ス
ポ
ー
ツ
活
動
・
文
化
活

動
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
・
地
域
活
動
を

行
う
５
人
以
上
の
団
体

◦�

補
償
対
象　

団
体
で
活
動
中
お
よ
び
団
体

活
動
へ
の
往
復
中
の
事
故

◦�

保
険
の
内
容　

傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保

険
・
突
然
死
葬
祭
費
用
保
険

◦�

掛
金　

中
学
生
以
下
の
子
ど
も
１
人
年
額

８
０
０
円
か
ら
、
高
校
生
以
上
は
活
動
内

容
に
よ
っ
て
金
額
が
異
な
り
ま
す
。
詳
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
熊
本
県
支
部

☎
０
９
６
‐
２
１
３
‐
９
０
１
５

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に

加
入
し
ま
し
ょ
う
！

お知
せら

　

訂
正
と
お
わ
び

　

２
月
１
日
号
９
ペ
ー
ジ
「
消
防
団
出

初
式
」
に
掲
載
し
た
、
勤
績
章 

菊
鹿
地

区
の「
池
上
裕
介
」さ
ん
は「
地
上
裕
介
」

さ
ん
の
誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
わ

び
し
ま
す
。

⃞▶ 流
す
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。
子
ど
も
の
精
神

面
の
安
定
を
も
た
ら
し
、
子
ど
も
の
健
や
か

な
成
長
を
有
意
義
に
す
る
こ
と
な
ど
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

◦�

支
援
対
象
者
の
要
件

①�

お
お
む
ね
15
歳
未
満
の
子
ど
も
と
の
面
会

交
流
を
希
望
す
る
別
居
し
て
い
る
親
、
ま

た
は
子
ど
も
と
別
居
し
て
い
る
親
と
の
面

会
交
流
を
希
望
す
る
同
居
し
て
い
る
親
。

②�

面
会
交
流
の
取
り
決
め
を
行
っ
て
い
て
、

本
事
業
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
い
て

当
事
者
間
で
合
意
し
て
い
る
こ
と
。

③�

子
ど
も
と
同
居
し
て
い
る
親
に
つ
い
て

は
、
県
内
に
住
所
を
有
す
る
こ
と

◦�

支
援
内
容

　

熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
の
支
援
員

が
、
同
居
し
て
い
る
親
や
別
居
し
て
い
る
親

と
必
ず
事
前
相
談
を
実
施
し
、
面
会
交
流
に

係
る
支
援
の
内
容
、
方
法
、
日
程
、
実
施
頻

度
な
ど
に
つ
い
て
、
当
事
者
合
意
の
も
と
面

会
交
流
支
援
計
画
書
を
作
成
し
ま
す
。
そ
の

後
、
支
援
計
画
に
基
づ
き
、
面
会
交
流
の
当

日
に
子
ど
も
の
引
き
取
り
、
面
会
交
流
の
相

手
方
に
引
き
渡
し
、
面
会
交
流
の
場
に
付
き

添
う
な
ど
の
援
助
を
行
い
ま
す
。

問
熊
本
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

☎
０
９
６
‐
３
５
１
‐
８
７
７
７
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市民課・各市民センターの窓口業務について

　毎年３・４月は、就職や転勤などに伴う住所変更や、住民票など
の証明書の交付請求が多くなり、窓口が大変混雑します。
　お待たせしてご迷惑をおかけする場合がありますが、皆さんのご理解
とご協力をお願いします。
　交付請求時には、虚偽申請の防止と個人情報を保護するため、窓
口で免許証などで「本人確認」を行っています。運転免許証や官公庁
が発行する顔写真入りの身分証明書などをご持参ください。
　また、本庁市民課では毎週木曜日は午後７時まで窓口を延長し、証
明書（手書きの税証明書などを除く）の交付を実施していますのでぜひ
ご利用ください。
　なお、手続き内容によって証明書の交付ができない場合がありますので、事前にお問い合わせください。
※各市民センターでは窓口延長を行っていませんので、ご注意ください。

　問市民課　☎ 43 ‐ 1169　　　　

　国民健康保険（国保）は、病気やケガのときに安心して医療が受けられるように、国保加入者
が国保税を出し合って、必要な医療費に充てるという相互に助け合う医療保険の一つです。
　国保会計上の不足は「原則国保税で賄

まかな

う」ことになっていますが、不足額を全て国保税で賄う
には、国保加入者の負担が大きいため、法定外繰り入れ（法律で定められた以外の特別な繰り入れ）
をすることで、国保事業の運営を行っています。
　山鹿市国保の財政は、医療費の増大などで、大変厳しい状態が今後も続くと思われます。将来
にわたって安定した財政運営を維持するためには、加入者の皆さんのご協力が欠かせません。
　市でも、引き続き国民健康保険の健全運営に努めていきますので、加入者の皆さんのご理解と
ご協力をお願いします。

国民健康保険は支え合いの制度です

　山鹿市が国保を健全に運営していくためには、国保加入の皆さんが国保税を納付期限までに納
めていただくことが重要です！
　国保税を滞納したままにしておくと、滞納期間に応じた措置をとります。納付期限内の納付に
ご協力ください。国保税の納付が困難なときは、お早めに税務課へご相談ください。

国民健康保険税は国保の大切な財源です

督　　促 資格証明書の交付短期被保険者証
の交付 給付の差し止め

納付期限を過ぎ
ると督促を行
い、延滞金など

を徴収す
る場合が
あります。

保険証の代わり
に【短期保険証】
を交付する場合
があります。通
常の保険証より
有効期限が短い
ため、頻繁に更
新手続きが必要
になります。

保険証の代わり
に【資格証明書】
を交付します。
国保加入者であ
ることを証明す
るもので、医療
費はいったん全
額自己負担にな
ります。

国保の給付の全
部または一部を
差し止めます。
差し止めた保険
給付額から国保
税滞納分を差し
引きます。

そ
れ
で
も
滞
納
が
続
く
と

そ
れ
で
も
納
め
な
い
と

さ
ら
に
滞
納
が
続
く
と

問国保年金課　☎43‐ 1527
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熊
本
地
方
法
務
局
法
人
登
記
部
門（
本
局
）

で
は
、
会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る
相
談
の

予
約
制
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
山
鹿
支
局
で
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
カ
メ
ラ

を
利
用
し
て
、
本
局
の
相
談
員
に
会
社
・
法

人
登
記
に
関
す
る
相
談
が
で
き
ま
す
の
で
、

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◦�

相
談
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　
（
土
・
日
曜
日
お
よ
び
祝
日
を
除
く
）

※
事
前
に
窓
口
か
電
話
で
予
約
が
必
要
で
す
。

【
熊
本
地
方
法
務
局
山
鹿
支
局
】

　
�

山
鹿
合
同
庁
舎
２
階
（
山
鹿
市
山
鹿

９
７
０
番
地
）　　
　

☎
44
‐
２
４
１
１

【
熊
本
地
方
法
務
局
本
局
】

　

�

熊
本
第
二
合
同
庁
舎
２
階　

熊
本
地
方
法

務
局
法
人
登
記
部
門
（
熊
本
市
中
央
区
大

江
三
丁
目
１
番
53
号
）

　

☎
０
９
６
‐
３
６
４
‐
２
１
４
５

会
社
・
法
人
登
記
に
関
す
る

相
談
の
予
約
に
つ
い
て

お知
せら

　

さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
、
４
月
１
日
か

ら
土
曜
日
の
業
務
を
行
わ
な
い
こ
と
と
し
ま

し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問（
公
社
）山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
44
‐
１
８
５
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

土
曜
日
の
業
務
に
つ
い
て

お知
せら

　

再
就
職
・
起
業
・
社
会
参
画
し
た
い
な
ど
、

生
涯
現
役
を
目
指
す
55
歳
以
上
の
皆
さ
ん
の

相
談
に
、
一
対
一
で
応
え
ま
す
。

◦
日
時　

３
月
３
日
㈫
・
17
日
㈫

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

◦�

場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

◦�

対
象
者　

55
歳
以
上
の
人

問�

総
合
人
材
セ
ン
タ
ー
（
原
田
）

☎
０
９
６
‐
２
２
３
‐
５
７
２
６

生
涯
現
役 

無
料
個
別
相
談
会

相談

　

働
く
こ
と
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
や
自

信
を
な
く
し
て
い
る
人
に
対
す
る
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
働
く
意
欲
を
持
ち
な
が
ら
行
動

に
踏
み
出
せ
な
い
若
者
や
家
族
か
ら
の
相
談

を
受
け
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
な
ど
が
カ

ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
通
じ
て
一
人
一
人
の
状
況
に

合
っ
た
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
ま
す
。
相

談
は
無
料
で
す
。
就
労
で
悩
ん
で
い
る
人
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◦�

対
象
者　

お
お
む
ね
15
歳
〜
39
歳
の
若
者

　
　
　
　

や
そ
の
家
族

◦
日
時　

３
月
３
日
㈫
・
17
日
㈫

　
　
　
　

４
月
７
日
㈫
・
21
日
㈫

　
　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
５
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
役
所
１
階
１
０
１
会
議
室

問�

た
ま
な
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
９
６
８
‐
７
４
‐
０
０
０
７

若
年
就
職
相
談
会
＆

支
援
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す

相談

　

平
成
26
年
分
確
定
申
告
の
申
告
期
限
お
よ

び
納
付
期
限
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦�

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
申

告
期
限
お
よ
び
納
付
期
限　

３
月
16
日
㈪�

◦�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
申
告
期
限
お
よ
び
納
付
期
限　

３
月
31

日
㈫

　

納
税
は
、
お
近
く
の
銀
行
（
日
本
銀
行
歳

入
代
理
店
）
な
ど
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
含
む
）、
納
税
地
を
管
轄
す
る
税
務

署
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得

税
と
、
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
（
個
人
事

業
者
）
の
納
税
は
、
金
融
機
関
の
預
貯
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
振
り
替
え
る「
振
替
納
税
」

が
大
変
便
利
で
す
。
ま
だ
利
用
し
て
い
な
い

人
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　

振
替
納
税
の
振
替
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◦�

申
告
所
得
税
及
び
復
興
特
別
所
得
税
の
振

替
日　

４
月
20
日
㈪

◦�

消
費
税
及
び
地
方
消
費
税（
個
人
事
業
者
）

の
振
替
日　

４
月
23
日
㈭

問�

山
鹿
税
務
署
（
自
動
音
声
案
内
）

☎
44
‐
２
１
８
１

確
定
申
告
の
申
告
期
限
お
よ

び
納
付
期
限
と
振
替
日

お知
せら

　

ス
ポ
ー
ツ
が
生
活
を
よ
り
豊
か
に
す
る
と

い
う
視
点
に
立
ち
、障
が
い
の
あ
る
選
手
が
、

競
技
な
ど
を
通
じ
ス
ポ
ー
ツ
の
楽
し
さ
を
体

験
し
、
ま
た
、
競
技
力
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
県
民
の
障
が
い
に
対
す
る
理
解
を
一

層
深
め
、
障
が
い
者
の
社
会
参
加
の
推
進
に

寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

大
会
期
日
、
実
施
競
技
お
よ
び
会
場

◦�

期
日　

５
月
17
日
㈰

※�

水
泳
競
技
は
、
４
月
26
日
㈰

◦�

開
会
式
会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

陸
上
競
技
場

◦�

競
技
会
場　

競
技
種
目
で
異
な
り
ま
す

◦�

競
技
種
目　

陸
上
、卓
球
、サ
ウ
ン
ド
テ
ー

ブ
ル
テ
ニ
ス
、
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
、
フ
ラ
イ

ン
グ
デ
ィ
ス
ク
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
、
水
泳

※�

そ
の
他
種
目
に
よ
り
、
身
体
障
が
い
者
、

知
的
障
が
い
者
の
人
の
み
の
競
技
が
あ

り
、一
定
の
出
場
制
限
も
あ
り
ま
す
の
で
、

福
祉
課
ま
で
事
前
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◦�

参
加
資
格

◦�

県
内
に
住
所
を
有
す
る
、
ま
た
は
、
県
内

の
施
設
、
学
校
な
ど
に
在
籍
し
て
い
る
人

◦�

年
齢
13
歳
以
上
の
人
（
平
成
27
年
４
月
１

日
現
在
）

◦�

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
。

ま
た
は
、療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
た
人
、

あ
る
い
は
、
そ
れ
に
準
ず
る
人

◦�

申
込
期
限　

３
月
10
日
㈫

※
申
込
書
へ
の
記
入
が
必
要
で
す
。

問�

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係
☎
43
‐
０
０
５
２

第
14
回
く
ま
も
と
障
が
い
者

ス
ポ
ー
ツ
大
会
出
場
者
募
集

募集
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入札結果の報告（１月分）
※落札価格 500 万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） 問財務課監理契約室　☎ 43‐ 1118

◦�

業
務
内
容　

一
般
事
務

◦�

応
募
資
格　

昭
和
55
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
、パ

ソ
コ
ン
（
ワ
ー
ド
、エ
ク
セ
ル
な
ど
）の
基

本
的
な
操
作
が
で
き
る
人
、普
通
自
動
車

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

募集

◦�

業
務
内
容　

施
設
管
理
、
受
付
な
ど
の
軽

微
な
事
務

◦�

任
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
〜
平
成

28
年
３
月
31
日

◦�

勤
務
場
所　

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

◦�

勤
務
時
間　

火
〜
金
曜
日
（
年
末
年
始
は

休
み
）
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦�

募
集
人
員　

１
人

◦
募
集
期
限　

３
月
16
日
㈪

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
社
会
教
育
課
に
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

問
社
会
教
育
課　
　
　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

鹿
本
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

臨
時
職
員
募
集

募集
◦�

職
種
要
件

①
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員

　

考
古
学
の
専
門
知
識
を
有
す
る
人
。
ま
た

は
、
埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
の
経
験
が
あ

る
人
。
年
齢
不
問
。

②
整
理
作
業
員

　

年
齢
、
資
格
は
不
問
（
経
験
者
を
優
遇
し

ま
す
）。
土
器
を
洗
っ
た
り
、
接
合
し
た
り

す
る
作
業
で
す
。

◦�

募
集
期
間　

３
月
２
日
㈪
〜
10
日
㈫

※�

履
歴
書
提
出
（
持
参
ま
た
は
郵
送
）
後
、

面
接
で
選
考
。

問
・　

�

社
会
教
育
課　
　

☎
43
‐
１
６
５
１

埋
蔵
文
化
財
調
査
補
助
員
・

整
理
作
業
員
募
集

募集
申

◦�

受
講
資
格　

高
等
学
校
卒
業
以
上
の
学
力

を
有
し
、
手
話
奉
仕
活
動
や
手
話
通
訳
士

を
積
極
的
に
目
指
す
人

◦�

受
講
料　

無
料

※�

テ
キ
ス
ト
料
な
ど
約
８
千
円
必
要
で
す

◦�

会
場　

鹿
本
市
民
セ
ン
タ
ー（
ひ
だ
ま
り
）

◦�

申
込
先　

３
月
20
日
㈮
ま
で
に
福
祉
課
障

が
い
福
祉
係
の
窓
口
か
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
テ
キ
ス
ト
料
は

４
月
８
日
㈬
に
会
場
で
お
支
払
い
く
だ
さ

い
。

【
入
門
課
程
】

◦�

日
程　

４
月
８
日
㈬
～
８
月
12
日
㈬

　

毎
週
水
曜
日

◦�

時
間　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

【
基
礎
課
程
】

◦�

日
程　

９
月
２
日
㈬
～
平
成
28
年
３
月
30

日
㈬　

毎
週
水
曜
日

◦�

時
間　

午
後
１
時
半
～
３
時
半

※�

基
礎
課
程
の
受
講
は
、
入
門
課
程
を
履
修

し
た
人
に
限
り
ま
す
。

問�

福
祉
課
障
が
い
福
祉
係

☎
43
‐
０
０
５
２　

N 

43
‐
１
１
７
０

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

受
講
生
募
集

募集

免
許
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
）を
有
す
る
人

◦�

任
用
期
間　

平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら

　
（
更
新
で
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
）

※
再
任
用
制
度
有
り

◦�

勤
務
場
所　

山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
本
部

◦�

勤
務
時
間　

月
〜
金
曜
日（
祝
日
を
除
く
）

午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
15
分

◦�

賃
金　

５
、７
０
０
円
（
日
額
）

◦�

募
集
人
員　

１
人

◦
募
集
期
限　
３
月
13
日
㈮

◦�

申
し
込
み
方
法　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
本
部
に
持
参
す
る
か
郵
送
し
て

く
だ
さ
い
。（
持
参
の
場
合
は
平
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
5
時
、
郵
送
の
場
合
は
３

月
13
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
に
必
着
）

　
【
住
所
】
〒
８
６
１
‐
０
５
０
１

　
　
　
　

  

山
鹿
市
山
鹿
４
０
２
番
地
８

問
山
鹿
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
本
部

☎
44
‐
１
８
５
０

入札日 工　　事　　名 工事場所 落札業者 落札額（円）
1/14 菊鹿小学校機械設備工事 菊鹿町下永野地内 九電工・とらや商会特定 JV 103,140,000
1/14 菊鹿小学校電気設備工事 菊鹿町下永野地内 電盛社・相互電気設備ＪＶ 92,340,000
1/14 菊鹿小学校建築工事 菊鹿町下永野地内 建吉・立山ＪＶ 785,808,000

1/16 道の駅鹿北小栗郷電気自動車用充電設備設
置工事 鹿北町岩野地内 ㈱鹿本電気商会 5,670,000

1/27 山鹿市カルチャースポーツセンターキュー
ビクル改修工事 熊入町地内 ㈲矢野電設 13,231,944
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◦�

日
時
・
募
集
ク
ラ
ス　

　
【
４
月
５
日
㈰
】

　

・
一
般
混
合
の
部

　

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ａ
（
小
学
４
・
５
・
６
年
）

　

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｂ
（
小
学
１
・
２
・
３
年
）

　

・
ジ
ュ
ニ
ア
Ｃ
（
幼
稚
園
・
保
育
園
児
）

※
新
学
年
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯
西
側
〜
中
町
・
下
町
商

店
街

◦�

参
加
費　

１
チ
ー
ム
（
保
険
料
含
む
）

　

一
般
混
合　

３
、５
０
０
円

　

ジ
ュ
ニ
ア　

１
、５
０
０
円

◦�

申
込
期
限　

３
月
16
日
㈪
ま
で

※�

雨
天
の
場
合
は
、
代
表
者
に
よ
る
ジ
ャ
ン

ケ
ン
大
会

問�

山
鹿
商
工
会
議
所　
　

☎
43
‐
４
１
１
１

「
山
鹿
温
泉
祭
」伝
説
力
く
ら
べ

綱
引
き
大
会
参
加
チ
ー
ム
募
集

募集

〈 

有
料
広
告 

〉

おうちのお掃除ぶらん

ゴミのことならお任せ！
・家庭ゴミ  ・事業所ゴミ
・引っ越しゴミ　など

検索
〒861-0533
山鹿市古閑1075-3

株式会社 クラッシーサポート

CLASSY
上質な暮らしをサポート

お掃除の
ことならお任せ !
ハウスクリーニング
オフィスクリーニング
・キッチン・換気扇・エアコン

お見積もり無料
お気軽にご相談下さい

０１２０－４３３－８８２
０９６８－４３－０５３３ゴミ直通

HP:

一般廃棄物収集運搬業山鹿市指令第795号
産業廃棄物収集運搬業第04300179185号

　１月 14日、一般財団法人自治総合センターの宝くじ助成事業の一環として、山鹿
植木幼少年婦人防火委員会から山鹿西保育園幼年消防クラブに、鼓笛隊セットが寄贈
されました。
　園長の阿部先生は「この鼓笛隊セットを大切に使用し、今後、消防フェスティバル
での火災予防の呼びかけや各イベントなどに活用します」と謝辞を述べられました。
　また、園児たちは新しい楽器に目を輝かせ、最後に「防火の誓い」を元気いっぱい
に誓ってくれました。

              　　　　　　　　　　　問山鹿植木広域消防本部　☎ 43‐ 1194

山鹿西保育園に鼓笛隊セットを寄贈しました
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☎0968-43-3686

〈 

有
料
広
告 

〉

　今年は全国的に期日を統一して選挙を行う「統一地
方選挙」の年です。山鹿市では、熊本県議会議員一般
選挙が執行されます。
　選挙期日などについては次のとおりです。大切な一
票を無駄にしないよう、すすんで投票に行きましょう。

菊鹿中学校２年　林田和佳奈さんの作品
【平成 26年度明るい選挙啓発作品コンクール
熊本県選挙管理委員会委員長賞受賞作品】

統一地方選挙が行われます

告示日 ▶ 平成 27 年４月３日㈮
投票日 ▶ 平成 27 年４月 12 日㈰

問山鹿市選挙管理委員会　☎ 43‐ 1594

熊本県議会議員一般選挙

◦�

競
技
種
目　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、テ
ニ
ス
、

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
、ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
、
ペ
タ
ン
ク
、
ゴ
ル
フ
、
健
康
マ
ラ
ソ
ン
、

弓
道
、
剣
道
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
、
な

ぎ
な
た
、
太
極
拳
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

サ
ッ
カ
ー
、
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ　

16
種
目

◦�

競
技
会
場　

熊
本
県
民
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
　
　

外
４
会
場

◦�

日
程　

５
月
12
日
㈫
〜
22
日
㈮

◦�

参
加
資
格　

県
内
在
住
者
で
、
平
成
28
年

４
月
１
日
時
点
で
60
歳
以
上
の
人
（
昭
和

31
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

◦�

参
加
費　

個
人
競
技
は
１
人
７
０
０
円

※�

団
体
競
技
は
種
目
に
よ
り
金
額
が
異
な
り

ま
す
。

◦�

募
集
期
間　

３
月
23
日
㈪
ま
で

問�

熊
本
さ
わ
や
か
長
寿
財
団

☎
０
９
６
‐
３
５
４
‐
３
０
８
３

熊
本
県
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

交
流
大
会
参
加
者
募
集

募集
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職
業
訓
練
は
、
原
則
、
一
定
の
求
職
者
が

職
業
訓
練
に
よ
る
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
通
じ

て
、早
期
就
職
を
実
現
す
る
た
め
に
、国
（
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
）
が
支
援
す
る
制
度
の
ひ
と
つ

で
す
。
原
則
、
無
料
で
受
講
で
き
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
一
定
の
条
件
を
満
た
す
と
、
雇

用
保
険
な
ど
を
受
け
な
が
ら
職
業
訓
練
を
受

け
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

◦
近
日
中
に
実
施
予
定
の
管
内
職
業
訓
練

問�

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
菊
池

☎
０
９
６
８
‐
24
‐
８
６
２
５

職
業
訓
練
コ
ー
ス
の
ご
案
内

募集

訓練場所 訓練科目 募集期間 訓練期間

大津町 介護補助職
員養成科

３月６日
まで

３月 31 日
～

４月 30 日

合志市 住宅リフォーム
技術科

３月２日
～

３月 26 日

５月８日
～

10 月 30 日

〈 

有
料
広
告 

〉
山鹿の英語教室

あなたの子どもは英語を楽しみ、国際的な経歴を夢見ていますか。
あなたは自分の子どもの未来に、もっと良い仕事の機会を与えてあげたいと思いますか。
自分の子どもに、英語が小学校３年生から公式な言葉になるときのためにも準備してほし
いと思っていますか。

４月からの新規生徒募集中。対象は年少さんから英語を
熱心に学びたい大人まで。
☎０８０－３８８６－４７８０

代表　トラン愛子
詳しくはホームページをご覧ください。
http://language-kitchen.com/

英語大好きな子集まれ～

　

和
紙
と
少
量
の
糊の

り

だ
け
で
作
ら
れ
る
伝
統

工
芸
品
「
山
鹿
灯
籠
」
の
歴
史
は
古
く
、
金

灯
籠
に
始
ま
り
、
神
殿
造
り
・
座
敷
造
り
・

城
造
り
な
ど
と
技
術
の
向
上
と
と
も
に
作
品

は
多
様
化
し
、
人
々
を
楽
し
ま
せ
て
き
ま
し

た
。
平
成
25
年
に
は
そ
の
伝
統
技
術
が
認
め

ら
れ
、
国
の
伝
統
的
工
芸
品
と
し
て
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
山
鹿
に
残
る
多
彩
な

灯
籠
師
た
ち
の
匠
（
た
く
み
）
の
技
や
、
そ

の
歴
史
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
な
か
な
か
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
灯
籠

制
作
の
道
具
や
材
料
、
制
作
の
過
程
を
実
物

や
写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
し
ま
す
。

◦�

期
間　

３
月
15
日
㈰
〜
６
月
14
日
㈰

◦�

場
所　

山
鹿
市
立
博
物
館

◦�

見
学
料　

大
人
２
１
０
円
、
高
校
生
以
下

50
円
（
山
鹿
市
内
の
小
中
学
生
は
無
料
）

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎
43
‐
１
１
４
５

「
和
紙
の
芸
術
～
山
鹿
灯
籠
の

歴
史
と
伝
統
技
術
～
」
展

催し

　

山
鹿
市
立
博
物
館
敷
地
内
に
あ
る
古
民

家
の
か
や
ぶ
き
屋
根
の
葺
き
替
え
工
事
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
古
民
家
は
、
天
保
11

（
１
８
４
０
）
年
に
鍋
田
地
区
に
建
て
ら
れ

た
か
や
ぶ
き
民
家
で
、
昭
和
54
年
に
博
物
館

の
敷
地
内
に
移
築
・
復
元
し
た
建
物
で
す
。

　

今
回
の
葺
き
替
え
工
事
は
約
20
年
ぶ
り
に

行
う
も
の
で
、
こ
の
機
会
に
多
く
の
市
民
の

皆
さ
ん
に
見
て
い
た
だ
く
た
め
見
学
会
を
開

催
し
ま
す
。

◦�

日
時　

３
月
８
日
㈰　

午
前
10
時

◦�

場
所　

山
鹿
市
立
博
物
館
敷
地
内

◦�

申
し
込
み
方
法　

山
鹿
市
立
博
物
館
へ
電

話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※�

見
学
希
望
者
が
多
数
の
場
合
、
午
前
10
時

と
午
後
２
時
の
２
回
に
分
け
て
開
催
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
山
鹿
市
立
博
物
館　
　

☎
43
‐
１
１
４
５

古
民
家
か
や
ぶ
き
屋
根

葺ふ

き
替
え
工
事
見
学
会

催し

　

内
閣
府
で
は
、「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」

な
ど
平
成
27
年
度
の
青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
す
る
青
年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◦�

応
募
期
限　

３
月
20
日
㈮
必
着

◦�

問
い
合
わ
せ
先　

問�

内
閣
府
青
年
国
際
交
流
担
当

☎
０
３
‐
６
２
５
７
‐
１
４
３
４

　

熊
本
県
く
ら
し
の
安
全
推
進
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
２
９
４

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

募集
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Ａ
Ｒ
フ
ッ
ト
パ
ス
マ
ッ
プ
を
使
っ
て
、
装

飾
古
墳
館
の
「
古
墳
に
コ
ー
フ
ン
コ
ー
ス
」

を
体
験
し
ま
せ
ん
か
。

◦�

期
日　

３
月
１
日
㈰

◦�

時
間
・
内
容　

午
前
９
時
半
〜
Ａ
Ｒ
講
習

Ａ
Ｒ
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
会
＆

特
別
講
演
会

催し

無料墓地
日輪寺に新たに檀家入りされますと
、墓地（1.8ｍ×1.8ｍ）を無料にて
ご提供いたします（委細面談の上）
※お申し込み多数の場合は抽選になります。

熊本県知事許可（般ー22）第12675号

〈 

有
料
広
告 

〉

　

歴
史
街
道
に
つ
い
て
の
学
習
会
を
開
催
し

ま
す
。今
回
は
、豊
前
街
道
と
同
じ
よ
う
に
歴

史
の
道
と
し
て
残
っ
て
い
る
日
向
往
還
に
つ
い

て
、山
都
町
教
育
委
員
会
の
大
津
山
恭
子
さ

ん
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。参
加
費
は
無

料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◦�

日
時　

３
月
７
日
㈯　

午
後
１
時
半

◦�

場
所　

山
鹿
市
立
博
物
館
研
修
室

問�

豊
前
街
道
顕
彰
会
事
務
局

　
（
和
水
町
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
）

☎
０
９
６
８
‐
34
‐
３
０
４
７

豊
前
街
道
顕
彰
会

学
習
会
を
開
催
し
ま
す

催し

◦�

日
時�　
３
月
15
日
㈰

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

◦�

場
所　

氷
川
町
立
神
峡
公
園
管
理
棟
の
前

◦�

内
容　

峡
谷
美
を
眺
め
な
が
ら
、
木
々
の

冬
芽
な
ど
を
観
察
し
ま
す
。

◦�

募
集
定
員　

40
人

◦�

参
加
費　

５
０
０
円
（
保
険
料
、資
料
代
）

小
学
生　

３
０
０
円
、
幼
児　

１
０
０
円

◦�

申
し
込
み
方
法　

氏
名
、
年
齢
、
住
所
、

第
11
回

森
林
自
然
観
察
・
体
験
教
室

催し

　

熊
本
県
内
９
箇
所
の
装
飾
古
墳
の
内
部
を

公
開
し
ま
す
。

　

古
墳
内
部
は
、
実
は
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
一
斉
公
開
期

間
中
は
専
門
職
員
の
解
説
を
聞
き
な
が
ら
見

学
で
き
ま
す
。

◦�

日
時　

①
３
月
21
日
㈷
、
②
22
日
㈰

※
古
墳
に
よ
っ
て
公
開
日
が
異
な
り
ま
す
。

　

�

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
（
直
接
現
地
へ
お

越
し
く
だ
さ
い
）

◦�

公
開
古
墳

　

�

①
田
川
内
１
号
墳
（
八
代
市
）、
大
村
横

穴
群
（
人
吉
市
）、
大
坊
古
墳
・
永
安
寺

東
古
墳
（
玉
名
市
）、
塚
坊
主
古
墳
（
和

水
町
）、
京
ガ
峰
横
穴
群
（
錦
町
）

　

�

②
石
之
室
古
墳（
熊
本
市
）、横
山
古
墳（
山

鹿
市
）、
宇
賀
岳
古
墳
（
宇
城
市
）

◦�

参
加
費　

無
料

問
県
立
装
飾
古
墳
館　
　

☎
36
‐
２
１
５
１

熊
本
県
装
飾
古
墳

一
斉
公
開
〜
春
〜
開
催
！

催し

電
話
番
号
お
よ
び
「
第
11
回
森
林
自
然
観

察
・
体
験
教
室
申
し
込
み
」
と
記
入
し
て

ハ
ガ
キ
（
〒
８
６
２
‐
８
５
７
０
（
住

所
記
載
不
要
）
県
森
林
保
全
課
み
ど
り
保

全
班
）、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
０
９
６
‐
３
８
５
‐

６
２
４
７
）、電
子
メ
ー
ル（shinrinhozen@

pref.kum
am
oto.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◦�

申
込
期
限　

３
月
11
日
㈬
ま
で
（
必
着
）

問
熊
本
県
森
林
保
全
課

☎
０
９
６
‐
３
３
３
‐
２
４
５
０

会
、
10
時
〜
フ
ッ
ト
パ
ス
体
験
、
午
後
１

時
〜
特
別
講
演
会　

演
題
「
菊
池
川
流
域

の
文
化
財
の
面
的
活
用
に
よ
る
観
光
お
よ

び
地
域
振
興
活
性
化
に
つ
い
て
」
講
師　

東
海
大
学
経
営
学
部
教
授　

小
林
寛
子
さ

ん
、
２
時
〜
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

◦�

場
所　

熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館

問
熊
本
県
立
装
飾
古
墳
館
☎
36
‐
２
１
５
１

　

山
鹿
も
て
な
し
た
い
（
山
本
）

☎
０
９
０
‐
８
９
４
７
‐
４
９
５
０

広報やまが
年間購読しませんか

　広報やまがの年間購読を受け付けま
す。山鹿市外に住む親戚や知人に読み
たい人がいる場合などにご利用くださ
い。詳しくはお問い合わせください。
◦�年間購読料　1,000 円（平成 27 年５月号〜平成 28 年４月号）
問秘書企画課　☎ 43 ‐ 1110
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☆早い！安い！安心！
☆出張費無料！見積もり無料！
☆全メーカー対応！通販他社購入もOK！
☆販売もいたします。
　地元だからアフターサービスも万全！

◎３ /２、３、４、５、６　５日間開催　

◎午前９時～午後６時　

◎山鹿市鹿北町芋生 4216-3　

　　みしんのとまと　　☎ 0968-32-4959　

ミシン修理のプロにおまかせ♪みしんのとまと

ミシン
特別セール
同時開催中

〈 

有
料
広
告 

〉

３月

※主催者の都合で時間や内容など変更になる場合があります。
　なお、各催しのチケット・主催者などの問い合わせは、八千
　代座までどうぞ　問☎ 44 ‐ 4004

開催日 行　事　名 時間 料金

８日㈰ 八千代座子供カブキ教室発表会 午後 無料

15 日㈰ 山鹿市芸術祭参加
若柳流湖扇会 午後 無料

22 日㈰ 山鹿中学校吹奏楽部
第 27 回定期演奏会 午後 無料

28 日㈯ 山鹿八千代座狂言教室発表会 午後 無料

29 日㈰ 真田民謡会発表会 午後 無料

３月のさくら湯休館日

３月 18 日 ㈬ （第３水曜日）

◦�

期
間　

３
月
24
日
㈫
〜
４
月
７
日
㈫

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
８
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯

◦�

内
容　

午
前
６
時
〜
８
時
に
受
付
し
た
子

ど
も
は
入
浴
が
無
料
で
す
。
子
ど
も
た
ち

が
「
銭
湯
で
の
マ
ナ
ー
」
を
学
ぶ
こ
と
を

目
的
の
一
つ
と
し
て
い
る
た
め
、
必
ず

保
護
者
が
一
緒
に
入
浴
し
、
マ
ナ
ー
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。（
保
護
者
は
入
浴
料

３
０
０
円
が
必
要
で
す
）

※
子
ど
も
の
み
の
入
浴
は
対
象
外

問
さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎
43
‐
３
３
２
６

春
休
み
は
早
起
き
し
て

朝
湯
に
行
こ
う
！

催し

◦�

日
時　

�
３
月
１
日
㈰
・
７
日
㈯
・
18
日
㈬
・

22
日
㈰　

午
後
１
時
〜
２
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯
観
光
案
内
所

◦�

内
容　

香
り
の
ス
プ
レ
ー
や
石
け
ん
、
入

浴
剤
を
作
り
ま
す
。
男
性
も
大
歓
迎
！

◦�

参
加
料　
８
０
０
円（
材
料
費
、含
入
浴
料
）

※�

事
前
予
約
優
先
で
す
が
、
当
日
参
加
も
で

き
ま
す
。

問
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社
☎
43
‐
０
１
１
１

さ
く
ら
癒(

ゆ)

ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
教
室

催し

◦�

期
間　

３
月
７
日
㈯
〜
３
月
17
日
㈫

　
　
　
　

午
前
６
時
〜
午
前
０
時

◦�

場
所　

さ
く
ら
湯

◦�

内
容　
「
く
ま
モ
ン
誕
生
祭
ｉ
ｎ
や
ま
が
」

の
開
催
に
あ
わ
せ
、
く
ま
モ
ン
を
テ
ー
マ

に
し
た
イ
ベ
ン
ト
湯
を
開
催
し
ま
す
。
13

日
㈮
の
夜
と
14
日
㈯
の
朝
に
は
、
く
ま
モ

ン
が
さ
く
ら
湯
周
辺
に
遊
び
に
来
て
く
れ

ま
す
。

問
さ
く
ら
湯　
　
　
　
　

☎
43
‐
３
３
２
６

く
ま
モ
ン
湯

催し

チヨマツ
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〈 

有
料
広
告 

〉

仕事の相談はお気軽に
Y一　般
①薬剤師　37万５千円
②看護師　20 万円〜
③精神保健福祉士　16 万1,200 円〜
④医療事務　12 万 3,500 円〜
⑤品質保証業務　15 万 1,000 円〜
⑥医薬品配置販売員　14 万８千円
⑦店舗責任者候補　16 万７千円〜
⑧調理・接客　16 万円
⑨コンビニ店業務　11 万 9,152 円〜
⑩プラスチック製造工　14 万円〜
⑪トレーラー乗務員　26 万円〜
⑫大型車乗務員　23 万円〜
⑬�ゴルフ場でのコースメンテナンス

作業　14 万円〜
Yパート
①訪問看護師　時給 1,200 円〜
②歯科衛生士　時給 1,100 円
③支援補助　時給 750 円
④学童指導員　時給 750 円〜
⑤事務　時給 750 円〜
⑥製造スタッフ　時給 700 円〜
⑦送迎運転手　時給 750 円〜
⑧工場内清掃　時給 850 円
※�詳細は、ご来室・ご相談ください。
なお、すでに採用済みの場合もあ
ります。

問�山鹿市地域職業相談室
　☎43‐1724

相談は無料で、秘密は固く守ります。
税務相談

◦日時　３月 12 日㈭
　　　　午後 1時半〜 4時半
◦場所　鹿北市民センター相談室
問鹿北市民センター　☎ 32 ‐ 3111

年金出張相談
◦�日時　３月４日㈬・11 日㈬
　　　　20 日㈮・25 日㈬
　　　　午前 10 時〜午後３時
　　　　（正午〜午後１時を除く）
◦場所　市役所会議室
※事前に予約をお願いします。
問国保年金課　☎ 43 ‐ 1576

精神保健相談
　嘱託医による相談です。
◦日時　３月 12 日㈭（要予約）
　　　　午後２時〜４時
　　　　（毎月第２木曜日）
◦場所　山鹿保健所
問山鹿保健所　☎ 44 ‐ 4121

障がい者・児相談
◦日時　毎週水曜日
　　　　午前９時〜 11 時半
◦場所　山鹿健康福祉センター
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

認知症に関する相談
◦日時　３月 11 日㈬・25 日㈬
　　　　午前 10 時〜正午
◦場所　山鹿健康福祉センター
問長寿支援課地域包括支援係
　☎ 43 ‐ 1077

消費生活相談
◦日時　毎週月〜金曜日
　　午前８時半〜午後５時 15 分
◦場所　市役所２階消費生活相談室
問山鹿市消費生活センター
　☎ 43‐1579

社会保険労務士労働相談
◦日時　３月10日㈫午後１時〜４時
◦場所　市役所１階 101 会議室
問商工観光課　☎ 43 ‐ 1579

心配ごと相談
　一人で悩まず、一度相談してみま
せんか。どの会場でも相談すること
ができます。
相談の時間は、下記のとおりです。
◦一般相談
　午前 9時〜正午
◦司法書士相談、法律相談
　午前 10 時〜正午
※�司法書士相談、法律相談は事前予

約が必要です。

【山鹿】
　①一般相談　３月６日㈮
　②司法書士相談（登記関係）
　３月13日㈮要予約
�　③法律相談　３月 27 日㈮要予約
◦場所　山鹿健康福祉センター内
　　　　社協本所・山鹿支所
　　　　☎ 43 ‐ 1134

【鹿北】
　①一般相談　３月５日㈭
◦場所　鹿北老人福祉センター
　　　　☎ 32 ‐ 2696

【菊鹿】
　①一般相談　３月４日㈬
◦場所　菊鹿健康福祉センター
　　　　ひまわり館　☎ 48 ‐ 5060

【鹿本】
　①一般相談　３月３日㈫
　②�司法書士相談 （成年後見・多重債

務・登記関係） ３月17日㈫要予約
◦場所　鹿本高齢者コミュニティ
　　　　センター「親和荘」
　　　　☎ 46 ‐ 2206

【鹿央】
　①一般相談　３月２日㈪
　②法律相談　３月 23 日㈪要予約
◦場所　鹿央地域福祉センター
　　　　☎ 36 ‐ 3811
問社会福祉協議会本所  ☎ 43 ‐ 1134

アルコール依存症相談
◦日時　３月19日㈭
◦場所　山鹿健康福祉センター
　　　　午後３時〜５時
　　　　ひだまり　午後７時〜９時
◦主催　断酒友の会
問福祉課障がい福祉係☎ 43 ‐ 0052

定例相談
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＊都合で変更になる場合があります。( 鹿本医師会） ＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

３
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

日(曜) 診療時間：午前９時〜午後５時 営業時間：午前９時〜午後５時

１日㈰ 幸村医院 /うちだ内科医院 岩下薬局 /かおうまち薬局 /えいせい堂薬局
８日㈰ 平井藤岡医院 /山鹿温泉リハビリテーション病院 岩下薬局
15 日㈰ 横手医院 /松永整形外科リウマチ科 岩下薬局

21 日㈷ 吉里医院 /はとの眼科クリニック 岩下薬局 /鹿校通薬局 /ココノエ薬局
まつ薬局

22 日㈰ 山鹿中央病院 岩下薬局
29 日㈰ 星田内科医院 /藤原クリニック 岩下薬局

オ ム ロ ン
ハンドボール部

　山鹿市杉にあるオムロンリレーアンドデバイスのオムロ
ンハンドボール部は、1974（昭和４９）年に立石電機ハン
ドボールチームとして発足以来、山鹿市を拠点に活動を
行う、国内でも指折りの女子実業団チームです。
　また、市内の小中学校をはじめとしたハンドボール教
室の開催など、地域貢献活動にも取り組んでいます。

　第 39回日本ハンドボールリーグが開催中で
す。オムロンは、２月 15 日に第 17 戦を終え
たところで14勝３敗、現在２位です。
　４連覇を目指して、がんばれオムロン !!

第39回　日本ハンドボールリーグ

オムロン 29［　　 ］16 飛騨高山ブラックブルズ岐阜17 - 6
12 -10

オムロン 31［　　 ］   7 ＨＣ名古屋18 - 3
13 - 4

オムロン 32［　　 ］21 ソニーセミコンダクタ14 - 9
18 -12

オムロン 31［　　 ］11 三重バイオレットアイリス17 - 8
14 - 3

試合結果

オムロン 26［　　 ］18 ソニーセミコンダクタ16 - 8
10 -10

オムロン 25［　　 ］18 広島メイプルレッズ11 - 7
14 -11

オムロン 30［　　 ］   7 ＨＣ名古屋15 - 1
15 - 6

オムロン 14［　　 ］19 北國銀行 6 - 9
 8 -10

オムロン 28［　　 ］19 三重バイオレットアイリス15 - 8
13 -11

オムロン 17［　　 ］15 広島メイプルレッズ10 - 5
  7 -10

オムロン 21［　　 ］18 ソニーセミコンダクタ11 - 8
10 -10

オムロン 27［　　 ］   9 ＨＣ名古屋17 - 5
10 - 4

オムロン 22［　　 ］11 飛騨高山ブラックブルズ岐阜15 - 8
  7 - 3
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「優秀校」受賞・・・稲田小学校
　稲田小学校は、理科教育の研究推進校として研究を続けて、全国から応募した
小学校 150 校の中から「優秀校」に選ばれました。
　提出した論文では「科学大好きな稲田っ子」の育成を目指した活動や、研究
授業の様子、毎週金曜日に行っている「サイエンスタイム」、地域の生き物などを
展示した「わくわく科学ランド」、理科授業の支援をお願いする「サイエンスサポーター」などの取
組を紹介しています。１月30日には、国立教育政策研究所指定の研究発表会を行いました。県
内外から約 120 人の教育関係者が参加され、全学級での公開授業や、分科会などが行われまし
た。全体会では、文部科学省の村山哲

て つ や

哉教科調査官に総評をしていただきました。

山鹿市教育委員会広報

第 28 号

ゆ
め
ー

る
山鹿市教育委員会
教育総務課

☎４３−１６３８
E-mail:
ksoh@city.yamaga.lg.jp

　冬休みに入ってすぐの 12月25日に鹿本市民センターで、全
国学力調査の結果を踏まえ「国語Ａ」（主として「知識」に関す
る問題）の対策として、山鹿市教育委員会主催の公開授業を開
催しました。
　講師として、「国語授業おさえておきたい指導の要点」などを
執筆された筑波大学付属小学校教諭の白石範

のりたか

孝先生をお迎え
し、八幡小学校 4年生と県内の約 250 人の教職員が参加して
公開授業を行いました。
　児童は、しっかりと考え、自分の考えを友達と交換し、理解を深め合っていました。終了後、
講師の先生と素直な反応をたくさん見せてくれた児童に対して、大きな拍手が送られました。
（授業後の感想から）【抜粋】
● 子どもたちの素直な反応や態度がとてもよかったです。見ていて感動する授業でした。（天草）
● 先生の巧みな指導技術により、子どもたちがどんどん話し始めるすごい授業でした。（八代）

「科学が好きな子どもを育てる」を主題とした
2014 年度「ソニー子ども科学教育プログラム」

輝く山鹿の子どもたち
～「夢プロジェクトⅡ」公開授業～

対話を楽しんでいる児童

白石先生による授業

授業：草花の観察 授業：空気ロケットの実験 サイエンスタイム：霜の観察

論文「科学大好き！
稲田っ子の育成」
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山鹿市教育委員会広報「ゆめーる」

　1月15日に八千代座で、市内の中学2年生を対象に、
立志記念講演会を開催しました。自分を見つめ直し、
将来の夢を実現するための志を立てる機会となるよう
に、今回は講師に大津町出身で元オムロンハンドボー
ル部選手の小堺晶

あ き こ

子さんを迎え、「日々挑戦」という
演題で講演をしていただきました。
　講演の中で小堺さんは、ハンドボールを通して得ら
れた「自分を信じ素
直に生きること」や
「努力を惜しまない、
怠らないこと」「成長
するためには何事に
も挑戦すること」の
大切さを話しました。
　講演後、生徒たち
からは「目標を持つ
ことの大切さ」や「夢
に近づけるよう挑戦
することの大事さ」
に気づくことができ
たとの声がたくさん
聞かれました。

立志記念講演会

生徒からの質問に答える小堺さん

　1月 28 日、平成 26 年度山鹿市内中学校卒業生を代
表して菊鹿中学校の卒業生に、ふるさとやまが大使の
松見正

まさのぶ

宣さんから、著書『古代山城「くくちのき（鞠
智城）九州王朝再興の夢舞台」』の本が贈呈されました。
　贈呈式では、松見さんが「郷土には日本や世界に誇
れる歴史的遺産（鞠智城）があるので、誇りを持って
いただきたい。郷土について勉強しながら楽しんで読
んでもらいたい」と思いを伝えました。
　生徒を代表して立花千

ち か

夏さんが「私たちの住む地域
の歴史が書かれるとい
うことは素晴らしいこ
とであるので、本を読
んで知識を増やし、学
んだことや感じたこと
を身の回りの人や家族
に伝えていきたい。ま
た、大人になっても子
どもたちに伝えていき
たい。本を読んで、歴
史への関心を深めてい
きたい。」と謝辞を述
べました。

平成26年度山鹿市内中学校卒業生へ
著書を贈呈

郷土への思いを伝える松見さん

　

12
月
16
日
、
山
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

で
、
山
鹿
市
鹿
校
通
り
の
古
家
隆
弘
さ
ん

（
76
）
征
子
さ
ん
（
69
）
ご
夫
妻
か
ら
、

山
鹿
市
へ
赤
ち
ゃ
ん
用
の
布
草
履
の
贈
呈

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

古
家
さ
ん
ご
夫
妻
は
、
お
孫
さ
ん
の
１

歳
の
誕
生
日
に
手
作
り
の
布
草
履
を
履
か

せ
て
餅
踏
み
を
し
て
お
祝
い
し
た
こ
と

や
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー か

わ
い
い
天
使
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て

布
草
履
の
贈
呈

の
協
力
会
員
と
し
て
小
さ
い
子
ど
も
に
関

わ
っ
た
こ
と
な
ど
が
き
っ
か
け
で
「
山
鹿

市
で
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
も
履
か
せ
て

あ
げ
た
い
」
と
、
布
草
履
を
作
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
贈
呈
は
今
年
で
９
年
目
と

な
り
、
今
ま
で
に
贈
呈
さ
れ
た
布
草
履
の

数
は
４
、５
０
０
足
と
な
り
ま
し
た
。

　

布
草
履
に
は
『
お
た
ん
じ
ょ
う　

お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
か
わ
い
い
天
使
の

健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
贈
り

ま
す
』
と
い
う
古
家
さ
ん
か
ら

メ
ッ
セ
ー
ジ
カ
ー
ド
が
添
え
ら

れ
て
い
て
、
こ
の
日
、
３
・
４

か
月
児
健
診
に
訪
れ
て
い
た
お

母
さ
ん
た
ち
は｢

古
家
さ
ん
か

ら
直
接
い
た
だ
け
て
う
れ
し
い

で
す
。
ご
夫
妻
の
思
い
を
聞
け

て
感
激
で
す｣

「
上
の
子
ど
も

の
時
も
い
た
だ
い
て
使
い
ま
し

た
。
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
な

ど
と
、
か
わ
い
い
布
草
履
の
プ

レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜
び
で
し
た
。

　

な
お
、
布
草
履
は
毎
月
行
わ

れ
る
３
・
４
か
月
児
健
診
の
際
、

古
家
さ
ん
ご
夫
妻
の
思
い
を
伝

え
な
が
ら
手
渡
し
し
て
い
ま

す
。

布草履を贈呈する古家さんご夫妻（左から２人目と右端）



山
鹿
市
公
式
ブ
ロ
グ

QR コード
＊�掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取
り決めによる漢字を使用しています（秘書企画課）

■
編

集
発

行
　

山
鹿

市
秘

書
企

画
課

秘
書

係
　

　
　

　
　

　
〒

861-0592
熊

本
県

山
鹿

市
山

鹿
987

番
地

3　
　

　
　

　
　

　
☎

0968‐
43‐

1110　
�

0968‐
44‐

0373
　

　
　

　
　

　
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
：

http://www.city.yam
aga.kum

am
oto.jp

　
広

報
や

ま
が

　
N

o.171　
2015

年
３

月１日
号

（
毎

月１日
発

行
）

エ
コ

マ
ー

ク
認

定
の

再
生

紙
を

使
用

し
て

い
ま

す
み
ど
り
を
ま
も
る

応募時に３歳以下のお子さんを
紹介するコーナーです

すくすく倶楽部へ掲載を希望する人は、写真（データ
も可）とメッセージ・住所・氏名・生年月日を書いて、山
鹿市役所秘書企画課へ郵送するか持参してください。

倶楽部
すくす

く

おいしか

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド

商
品
紹
介

コ
ー
ナ
ー

♡メッセージ
おじいちゃん、おばあ
ちゃんいつもありがと
う。いっぱい食べて大
きくなるよ！

（H23. ７. ９生まれ）
来民（鹿本）

    いずみ　　 りゅうき

和泉　隆希ちゃん

♡メッセージ
これからも兄弟仲良く、元気に育ってね！

（H26. ４. ４生まれ）
南島（山鹿）

 　よねはら　　　りお

米原　莉桜ちゃん

米のつぶやき本舗　総本店
代表　谷本雄

ゆ う じ

二さん

米
の
つ
ぶ
や
き
本
舗
　
総
本
店

【
手
焼
き
煎
餅米

の
つ
ぶ
や
き
】

　

山
鹿
ブ
ラ
ン
ド
は
、
特
産
品
や
加
工
品
に

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
つ
け
て
山
鹿
を
Ｐ
Ｒ
す
る

も
の
で
、
山
鹿
市
物
産
振
興
協
会
が
承
認

し
て
い
ま
す
。　
　
　

問
☎
43
‐
４
１
１
１

☎
36
‐
９
４
８
４

　

米
の
つ
ぶ
や
き
本
舗
総
本
店
で
は
、

山
鹿
産
の
お
米
を
１
０
０
％
使
用
し

た
こ
だ
わ
り
の
米
煎
餅
を
、
一
枚
一

枚
丁
寧
に
焼
い
て
い
ま
す
。
生
米
を

３
０
０
℃
の
温
度
で
熱
し
た
型
に
入

れ
、
１
秒
間
圧
力
を
か
け
ま
す
。
手

を
離
し
た
時
に
お
米
が
膨
ら
む
音（
米

の
つ
ぶ
や
き
）
が
、
サ
ク
サ
ク
の
食
感

や
、
口
の
中
で
と
ろ
け
る
お
い
し
さ

の
秘
密
で
す
。
長
持
ち
す
る
よ
う
に

包
装
を
工
夫
し
て
い
る
た
め
、
山
鹿

の
お
土
産
と
し
て
大
人
気
で
す
。

　

30
年
の
キ
ャ
リ
ア
を
持
つ
谷
本
さ

ん
は
、
全
国
各
地
の
特
産
品
な
ど
を

米
煎
餅
に
す
る
味
付
け
も
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
種
類
は
全
国
で
１
０
０

種
類
近
く
に
も
上
り
ま
す
。

（H25. ８.21 生まれ）
来民（鹿本）

    いずみ　　 しゅうご

和泉　秀梧ちゃん

■人の動き
人口 76 人減りました 54,784 人
男性 24 人減りました 25,832 人
女性 52 人減りました 28,952 人
世帯数 7 世帯減りました 21,458 世帯
〜14歳 11.9 ％ 6,517 人
15歳〜64歳 54.9 ％ 30,075 人
65歳〜 33.2 ％ 18,192 人

１月末現在 (増減は前月末比 )

あ
と
が
き

♣
先
日
息
子
が
３
歳
に
な
り
ま
し

た
。先
輩
た
ち
か
ら
「
子
育
て
も
３
歳

に
な
る
と
楽
に
な
る
よ
」「
戻
っ
て
く
る

よ
う
に
な
る
け
ん
」と
言
わ
れ
ま
す
。

我
が
息
子
は
、ま
だ
呼
ん
で
も
戻
っ
て

来
ま
せ
ん
…
♣
息
子
が
生
ま
れ
て
か

ら
、毎
年
誕
生
日
に
親
子
で
写
真
を

撮
っ
て
い
て
ま
す
。以
前
の
写
真
と
見

比
べ
て
、子
ど
も
の
成
長
は
早
い
な
ぁ

と
思
い
ま
し
た
。最
近
は
近
く
の
公
園

で
遊
ぶ
時
も
、公
園
中
を
元
気
に
走

り
回
っ
て
い
て
、散
歩
を
す
る
距
離
も

長
く
な
っ
て
い
ま
す
。私
は
だ
ん
だ
ん

と
子
ど
も
に
つ
い
て
行
け
な
い
よ
う
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。息
子
の
成
長
を
感

じ
る
と
同
時
に
、
自
分
の
体
力
の
低

下
を
実
感
し
て
い
ま
す
（笑）　
　
（
卓
）


